
Mos Group Communication Report 2017

モスのコミュニケーションレポート 2017

お問い合わせ：CSR推進室　TEL 03-5487-7344　FAX 03-5487-7340 http://mos.jp/

印刷工程で有害廃液を
出さず、湿し水が不要な
「水なし印刷方式」を採
用しています。

この冊子の印刷インキは、石油
系溶剤をすべて植物油（米ぬか
油）に置き換えたノンVOCタイ
プを使用しています。

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、
より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮
した見やすいユニバーサルデザインフォントを採
用しています。

この冊子の印刷には、
グリーン電力を一部
使用しています。

ユニバーサルデザインへの配慮

この印刷物に使用している用紙
は、森を元気にするための間伐と
間伐材の有効活用に役立ちます。



モスの心

食を通じた幸せを、
ステークホルダーの皆さまとともに

目次

海外で

国内で

モスは 「人間貢献・社会貢献」という経営理念のもと、ステークホルダーの皆さまに
食を通じた幸せをご提供するため、さまざまな活動に取り組んでいます。

モスバーガーは「おいしさ、安全、
健康」という考えを大切にした商
品と、「真心と笑顔のサービス」を
日本全国のお客さまにご提供し
ています。

モスバーガーは「日本の味」を世界へお届け
するべく海外展開を進めています。現在は、
台湾、シンガポール、香港、タイ、インドネシ
ア、中国、オーストラリア、韓国の8つの国と
地域へ出店しています。

1

2
 

5

6

7

33

 

35

 36

47都道府県、1,362店舗で
モスバーガー事業を展開

世界8カ国・地域、
336店舗で
モスバーガー事業を展開

新規事業で

モスグループでは、モスバーガーで培ったノ
ウハウを活かし、時代のニーズに合わせた新
たな業態の開発にも取り組んでいます。

多様なニーズに応えて
さまざまな業態を

42店舗で展開

経営理念

創業の心

基本方針

経営ビジョン

モスの心

人間貢献・社会貢献経営理念

感謝される仕事をしよう創業の心

食を通じて人を幸せにすること経営ビジョン

お店全体が善意に満ちあふれ 誰に接しても
親切で優しく 明るく朗らかで キビキビした行動 
清潔な店と人柄 そういうお店でありたい
「心のやすらぎ」「ほのぼのとした暖かさ」を
感じて頂くために努力しよう

基本方針

モスの心

社会・環境活動の
あゆみ

会長メッセージ

社長メッセージ

モスグループの
価値創造モデル

※ 本レポート中の店舗名及び役職、数値データは2017年3月末現在のものです。

マネジメント体制・
平成28年
熊本地震への対応

モスグループの
概要

第三者意見

9 モスグループの成長戦略

10 成長戦略1
 「国内モスバーガー事業」
13 成長戦略2
 「海外モスバーガー事業」
15 成長戦略3
 「新規事業」

17 ステークホルダーとの価値共有

18 環境とともに
21 お客さまとともに
23 取引先とともに
25 メンバーとともに
27 加盟店とともに
29 株主とともに
30 地域社会／行政とともに

価値

北海道
53

甲信・静岡
82

東北
83

中国
86

北陸・新潟
46

沖縄
22

近畿
174

中京
130

関東
478

四国
36

九州
172

台湾
247

インド
ネシア
2

韓国
14

オースト
ラリア
6

シンガ
ポール
29

香港
18

タイ
5

中国
15
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●チャージ式プリペイドカード「MOS CARD（モスカード）」
を全店で導入。
●海外を含めたグループ全店舗の食品安全管理体制整
備に向け、国内外食チェーンとして初めてISO22000
認証を取得。認証範囲は、本部の関連部門と（株）エム・
エイチ・エス、直営5店舗。

2012

現在も続く
「朝課」の取り組み

モスライスバーガー焼肉

食育プログラムの様子

40年以上続く清掃活動「朝課」
Episode1

モスバーガーチェーンの
結束力の源
「モスバーガー共栄会」誕生

Episode2

国産米の消費拡大
のために生まれた
「モスライスバーガー」

地域の子どもたちに
豊かな食生活を提案する
「モスの食育プログラム」

Episode4

社会・環境活動のあゆみ

創業以来、「人間貢献・社会貢献」に
取り組んできたモスグループ

●モスバーガー1号店
「成増店」オープン。［1］

1972

●ホットドリンクを陶器の
カップで提供（イートイ
ンの場合）。［2］

●「愛のモスボックス」募金活動スタート。
モスバーガー白楽店［神奈川県］の活動がきっか
けとなり、全国の店舗に拡大。

1979

創業当初から、開店前に近隣の道路を清掃することが日課でし
た。それは、「お客さまが気持ちよくご来店できるように」という想
いからでしたが、いつしか地域の方々からの信頼にもつながって
いきました。これが経営理念「人間貢献・社会貢献」の原点です。

信頼関係を育み、協力し合うことを目的に1980年に発足した「モ
スバーガー共栄会」。以来、モスの理念を共有する仲間として、本部
と店舗だけでなく、店舗同士での情報交換や相互啓発などを積極
的に推進。地域ごとに組織する支部では、サービス向上を目的とし
たHDC活動（→P27）など店舗の価値を高める重要な役割を担っ
ています。 

日本の米食文化の危機が叫ばれた1980年代、
行政から相談を受けて「お米を使った新商
品」の開発に着手したモスは、1987年に「モ
スライスバーガー」を発売。当時、大きな話題
を呼んだ商品は、いまでも「日本のお米のおいし
さ」を伝える定番商品となっています。

地域社会との交流と豊かな食生活を提案するため、2005
年から地域の小学校に近隣店舗のメンバーが訪問して出
張授業をする「モスの食育プログラム」を続けています。正
しい食のあり方や衛生の大切さに気づいてもらうことを
テーマに全国で実施しています。（→P30）

とびきりハンバーグサンド＜トマト&レタス＞

こだわりの国産素材で
とびきりのおいしさを実現した
「とびきりハンバーグサンド」

Episode5

●ホームページ開設と同時に、
栄養成分情報を開示。

1996

●全店舗でリユース食器の導
入を推進。

1995

●トレーをメラミン製から
ペットボトルのリサイクル
製に変更。

2001

●本社内に「環境推進グルー
プ（現 社会環境グループ）」
を設置。

2000

●アレルギー体質にも配慮
した「モスキッズメニュー」
の販売を開始（現在は「低
アレルゲンメニュー」とし
て販売）。

2002

●チェーンメンバーのための
内部告発者支援窓口を開
設（現 モスヘルプライン）。

2003

●食育基本法を背景に、独自の「モスの食育プログラム」を開始。
●アレルギー・主要原産地情報をレシート用紙で提供。
●全国で「モスバーガーこども110番の店」登録推進開始。

2005

●モスバーガー共栄会発足。1980

●配送システムを業界初の試
みである三温度帯一括配送
に切り替え。
●協力産地で栽培する「モスの
生野菜」を全店導入（新価値
宣言）。

1997

●（株）モスフードサービス及びモスバーガー
チェーン全店舗においてISO14001認証を
取得。同時に「環境方針」を制定。
●『環境報告書2004』を発刊（現 コミュニケー
ションレポート）。［3］

2004

●農業生産法人 （株）サングレイス［静岡県］（現 （株）モスファー
ム・サングレイス）設立。以降、全国で「モスファーム」を順次
設立。
●森の町内会「間伐に寄与する紙」の使用開始。

2006

●「とびきりハンバーグサンド」誕生。2008

●LED照明の新看板を全店導入開始。2013
●インターネットで商品を注文できる「モスのネット注文」
サービスを全国導入。

2015

●補助犬受け入れ推進の意思表示として、
オリジナルステッカーを掲示。［4］

2010

●お客さまと当社社長との直接対話「モス
バーガータウンミーティング」開催（第1
回は静岡県）。

2011

Episode3

1990 2000 20101972

Since

食料自給率の低下と長引く国内不況に直面する中、
モスは「地域を、そして日本経済を元気にしたい」と
いう想いから「とびきりハンバーグサンド」を発売し
ました。国産肉（豚・牛合挽き肉）を100％使用したハ
ンバーグと、おいしい国産生野菜を使っています。

［4］［3］

［1］ ［2］

●「モスライスバーガー」誕生。1987
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会長メッセージ

食を通じて、世界中の人 を々幸せにするために
今後も「モスの心」を大切にしていきます。

社長メッセージ

ステークホルダーの皆さまと価値を分かち合うために、
中長期的に、着実に成長し続ける企業を目指します。

モスグループは、経営理念に「人間貢献・社会貢献」を
掲げ、ステークホルダーの皆さまにモスならではの価値
を提供することを目指し、事業を展開してきました。こう
した理念、つまりこれまで私たちが大切にしてきた価値
観に賛同していただけるステークホルダーの方々と、相
互理解を図り、良好な関係を構築していることが、モス
グループの大きな強みとなっています。
例えば、モス独自の「フランチャイズ･ボランタリー･

チェーン」もその一つです。全国の店舗が連携し合う「モ
スバーガー共栄会」の活動を本部が支援することで、強い
絆で結ばれたフランチャイズチェーンを構築しています。
またお取引先でも、例えば野菜の生産者とは単に取
引だけの関係にとどまるのではなく、お互いに栽培方法
や収穫量などに関して改善提案し合い、一緒になって品
質向上に取り組んでいます。さらに、海外事業において
も、やみくもに事業エリアを拡大するのではなく、あくま
でもモスの価値観に共感いただける現地パートナーと
の協働を原則として展開してきました。
こうした皆さまとの関係づくりには「直接対話」が欠か

せません。私自身も、お客さまをはじめ、加盟店のオー
ナーやキャスト（パート・アルバイト）、株主の方などとの
顔の見えるコミュニケーションを通じ、リサーチデータで
はわからないようなさまざまな気づきを得てきました。
創業から45周年を迎えるにあたり、モスの加盟店

オーナーも本部のメンバーも、世代交代が進みつつあり
ます。モスの将来を担う若い世代のメンバーにも、私た
ちが大切にしてきた価値観を確実に引き継いでいきた
いとの考えから、この度、経営理念をはじめとする理念
体系を「モスの心」として再整理しました。
企業に対する社会的要請がますます強まる中、「モスの
心」は当社のすべての取り組みの根幹となるものです。
今後も、健康経営、ダイバーシティなどの社会課題への
対応を含め、あらゆるステークホルダーの皆さまに対し
て価値を創造し続ける企業でありたいと考えています。

株式会社モスフードサービス
代表取締役会長

モスグループがステークホルダーの皆さまと価値を
共有し続けるためには、変化する社会環境の中でも企業
として発展し続ける必要があります。そこで私たちは、
50周年を迎える2021年度のありたい姿を長期経営目
標として定め、2016年度からの新たな中期経営計画を
スタートさせました。今回の中期経営計画の策定にあ
たっては「計画ありきではなく、まずは心が重要」という
ことを社員、そして自らにも言い聞かせました。「モスの
心」――つまり、経営理念や創業の心、基本方針、経営ビ
ジョンという共通の価値観を大切にしながら、時代の変
化に着実に対応していく、言い換えれば心と科学のバラ
ンスを重視しました。
具体的な成長戦略として、まず「国内モスバーガー事
業の基盤強化」を掲げ、既存店売上で前年比101%を達
成し続けることを目標としています。2015年5月の価格
改定時に加盟店と危機感を共有し、「価格以上に満足い
ただける商品をつくろう」と定番商品の磨き上げを徹底
することで、商品価値の向上に一丸となって取り組んで
まいりました。今後も、国内モスバーガー事業を成長の

土台にしていきます。
一方、「海外モスバーガー事業」は、今後の成長エンジ

ンと位置づけ、400店舗達成という目標を掲げていま
す。現在、台湾やシンガポール、香港では順調に出店して
おり、モスバーガーブランドも定着しています。この成功
事例を活かし、他の地域でも出店計画を慎重に検討して
いきます。また、「新規事業」では、新たに立ち上げたミア
クッチーナをはじめ、今後、第2の柱となる新ブランドの
育成を目指しています。
こうした戦略を着実に遂行して、「世界で認められる日
本のおいしさとおもてなしを確立する」という全社ミッ
ションを実現することを目指しています。さらに、50周
年、そしてその先のさらなる飛躍のために、ステークホ
ルダーの皆さまとのつながりを深め、企業価値を高める
努力を続けてまいります。

株式会社モスフードサービス
代表取締役社長
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モスグループの価値創造モデル

ステークホルダーの皆さまと幸せを共有する
モスグループのバリューチェーン

モスグループは、モスの価値観に共感・支援してくださるステークホルダーの皆さまとともに
独自のバリューチェーンを築いてきました。今後も地域社会の一員として
ステークホルダーの皆さまと価値を共有し、「人間貢献・社会貢献」を実践していきます。

価値価値

ステークホルダー

ステークホルダー
への提供価値

環境 生産者 生産委託先※1
※2

加盟店 株主 お客さま 地域社会 行政

● 温暖化防止
● 資源保全

● 安定供給先の確保
● 生産技術の向上
● 後継者育成

● 生産技術の向上
● 品質向上

● おいしく、健康的な
 食事
● 快適便利な食生活

● 健全な食文化の
 普及
● 安全・安心な食生活

● 地域の雇用創出
● 地産地消の促進

● 店舗運営ノウハウ
   の向上
● 人材育成

● 働きやすい職場環境
● キャリアアップ
● 健康維持

● 積極的・安定的な
 利益還元

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ーへ
の

価
値
提
供
へ

約2,800戸 約50社

メンバー
店舗 約25,000名
本社（連結）1,335名1,312店 33,631名

P18-20 P23-24 P27-28

よ
り
大
き
な
価
値
の
分
配

P25-26 P29 P21-22 P30-32

日本発のフードサービスグループとして世界ブランドになる

2018年度 経営目標

● 国内モスバーガー事業 ● 海外モスバーガー事業 ● 新規事業
既存店売上（前年比）101％を達成し続ける 400店舗を目指し、成長エンジンとなる 第２の柱をＦＣ展開する

環境 取引先 お客さま

P9-16

企
業
価
値
の
向
上
へ

モ
ス
の

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

2021年度 
長期経営目標

成長戦略

中期経営戦略　
全社ミッション

売上高739 億円 営業利益率5.1％ ROE ％5.023億円親会社株主に帰属する当期純利益

地域社会

日本 47都道府県

海外 8カ国・地域

モスグループ
経営理念

「人間貢献・社会貢献」
原料 原材料・食材

エネルギー・水資源

商品

世界で認められる日本のおいしさとおもてなしを確立する

営業利益 38 億円

※1 野菜以外の主な食材の取引先 ※2 モスグループで働くすべての人の総称
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唯一無二の
ハンバーガーチェーンを目指して
モスバーガーはこれまで、地域密着型で上質な価値を提
供する独自のフランチャイズ（FC）システムを基盤に、日本
発のハンバーガーチェーンとして確かなブランドを築いて
きました。しかし昨今、共働き世帯や高齢者世帯の増加、訪
日外国人の増加、労働者不足など、モスを取り巻く社会環境
は変化しています。こうした中、これまで以上にお客さまの
ニーズをしっかり掴んだ戦略が必要と考えています。

モスバーガー共栄会と連動した
エリアマーケティングの実施
地域密着キャンペーンの実施
立地や利用形態に応じた
業態・サービスの
提供

「モスの生野菜」の
産地管理と協力体制
衛生管理・商品検査、
専門の指導員による指導
栄養成分、アレルギー、
主要原産地情報の提供

医食同源
定番商品の磨き上げ
「キャンペーン商品」の強化
お客さま一人ひとりに
合った商品の展開

より快適で居心地の良い
店舗空間の提供
視認性、稼働率、居心地の
良さを高める改装の推進
包装材デザインまで含めた
一体感の演出

採用支援サイト「リクモス」の充実
社員やキャストと経営層との
直接対話の推進
「モスアカデミー」による教育研修
の充実
労働環境の
向上・改善

ネット注文やモスカードのサービス向上
デジタル化などを踏まえたFree Wi-Fiの導入
外国人のお客さまのための「外国語メニュー」作成

国内モスバーガー事業
成長
戦略1

そこでモスグループでは、中期経営計画において「6つの
骨太の方針」を掲げ、既存店売上101％を達成し続けること
を目標に、国内モスバーガー事業の基盤強化に取り組んで
います。経営理念などの「モスの心」をはじめとする価値観
を共有した本部と加盟店の強い絆を基盤としながら、モス
版FCシステムをさらに磨き上げることで、ブランドの価値
を高めていきます。

おいしさ安全・
安心

店舗
体験価値 多様化

利便性 輝く人

つの6

骨太の方針

モスグループの成長戦略

50年、そして100年と、

価値を創造し続けるモスグループへ
モスグループでは2016年度を初年度とする3カ年の中期経営計画に取り組んでいます。
この目標を着実に達成していくことで「日本発のフードサービスグループとして世界ブランドになる」
という長期目標の達成を目指しています。

日本発のフードサービスグループとして世界ブランドになる
2021年度 長期経営目標

モスグループ
経営理念

「人間貢献・社会貢献」

国内モスバーガー事業
成長戦略1

世界で認められる日本のおいしさとおもてなしを確立する

2018年度（目標）

中期経営戦略　全社ミッション

売上高 営業利益 営業利益率 ROE当期純利益

739 億円 38億円 5.1％ ％5.023 億円

海外モスバーガー事業
成長戦略2

新規事業
成長戦略3

400店舗を目指し、成長エンジンとなる

既存店売上（前年比）101％を達成し続ける

第２の柱をＦＣ展開する

P10

P13 P15

Mos Group Communication Report 2017 1099 Mos Group Communication Report 2017



抜群なおいしさを求めて

日本生まれのハンバーガー専門店として、モスは常にお
いしさを追求してきました。「つくりたてのおいしさを味わっ
ていただきたい」との想いで創業当時から続けている「アフ
ターオーダー方式」もその一つです。2015年には原料コス
ト上昇に対応するため、やむなく定番商品の価格改定に踏
み切りました。その一方、「価格以上のおいしさを、お客さま
にご提供したい」との考えから、もう一度、商品を磨き上げる
「製造勉強会」をスタートさせました。この活動は、地域別に
構成された全国20支部の各店長会議などに合わせて開催
しているもので、本部のスーパーバイザーと店長が一緒に
なって商品価値の向上に取り組んでいます。

2015年4月に始まった製造勉強会は、現在までに全国で
累計1,321回開催、参加者数ものべ19,130名にのぼってい
ます。勉強会の内容は各支部ごとに工夫されており、例えば
東京支部では、レタスの細切りなどの仕込みから、バンズや
テリヤキチキンの焼き加減などの基本的な製造方法から再
確認しています。また、実際に商品を製造する際には、参加者
同士で活発に意見交換しながら、製造のコツや注意点を共有
する場となっています。こうした活動により商品が磨き上げ
られ、価格改定後もなお来店客数はほぼ維持できており、全
店の売上を支えています。今後は、「もっとおいしくセミナー」
と名称を変えて継続し、お客さまによりご満足いただけるよ
うな商品を提供していきます。

2016年5月から東京支部の製造勉強会を担当しています。
「何か一つ店舗に持ち帰ってもらう」ことをテーマに、調理手順
を解説するだけでなく、クイズ形式などで楽しく学んでもらえ
るよう工夫しています。また、店舗運営上で悩んでいることな
どを気軽に話してもらえるように、勉強会では一方的に伝える
のではなく、店長たちとの対話
を心がけています。先日、あ
る店舗に訪問した際、店長
が勉強会で覚えた方法を
キャストに熱心に教えて
いる姿を目にし、大きな
手応えを感じました。

モスの定番ハンバーガーを磨き上げる
「製造勉強会」を全国で開催

Close Up

② 座学
まずは座学で仕込みの方法をおさら
い。レタスの正しい洗い方や効率の良
いレタスのちぎり方のコツを伝授しま
す。冷却の重要性を理解してもらうた
めレタスの食べ比べも実施します。

① 開始前準備
勉強会で使用する野菜はその日の
朝に準備。参加者のお手本になるよ
う、丁寧に仕込んでいきます。

③ 製造
参加者が実際に商品を製造。日々店舗で
提供している商品がマニュアルどおりに
なっているかを改めて見直します。レタ
スやソースの分量を一つひとつ計量しな
がら、正しい分量でつくっていきます。

④ 試食
できあがった商品はその場で試食。
マニュアルどおりにつくった時のお
いしさを覚えておくことも大切です。

完成！

この日のプログラム

「定番商品」を、もっとおいしくするために 商品の磨き上げで、お客さま満足の向上へ

Voice Voice

何か一つ店舗に持ち帰ってもらう――
それをテーマに勉強会を開催しています。

佐々木 竜士

これまでの仕込みの方法はマニュアルには則っているもの
の、人によって微妙に違いがあり、それが当店の課題でした。そ
の点、製造勉強会はマニュアルに書いていない仕込みのコツ
まで教えてもらえるため、自分自身のスキルアップはもちろ
ん、キャストに教えるうえでも自信を持って伝えられるようにな
りました。その結果、商品が高い
レベルで均質になりました。ま
たいつも同じ状態で製造にと
りかかれるので、ご注文から
提供までのスピードアップ
にもつながっています。

おいしさアップはもちろん
提供時間の短縮につながっています。

吉田 真章さん

国内モスバーガー事業
成長
戦略1

担当スーパーバイザーから 勉強会参加者から

東日本営業部
第三エリア 
スーパーバイザー

調布南口店［東京都］
店長

めレタスの食べ比べも実施します。
マニュアルどおりにつくった時のお
いしさを覚えておくことも大切です。

① 開始前準備

③ 製造
参加者が実際に商品を製造。日々店舗で

この日のプログラム ③ 製造

まずは座学で仕込みの方法をおさら
い。レタスの正しい洗い方や効率の良
いレタスのちぎり方のコツを伝授しま
す。冷却の重要性を理解してもらうた
めレタスの食べ比べも実施します。めレタスの食べ比べも実施します。

提供している商品がマニュアルどおりに
なっているかを改めて見直します。レタ
スやソースの分量を一つひとつ計量しな
がら、正しい分量でつくっていきます。

④ 試食
できあがった商品はその場で試食。

完成！

できあがった商品はその場で試食。

参加者が実際に商品を製造。日々店舗で

マニュアルどおりにつくった時のお
いしさを覚えておくことも大切です。

できあがった商品はその場で試食。できあがった商品はその場で試食。
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アジアの中核拠点へ――
シンガポールでのモスバーガー事業の可能性

設立時に「会計システムを立ち上げてほしい」とのオファー
があり、私も新会社設立に携わりたいと入社しました。それから
コストの試算やオペレーションのフォローなどを20年ほど経験
し、2015年に社長に就任しました。モスの「食を通じて人を幸
せにすること」という経営ビジョンには大変共感しています。他
にはないユニークでおいしい商品があり、品質管理も徹底され
ています。また、ホスピタリティあふれる接客も、シンガポール
の皆さまに受け入れられています。
今後は、新業態店舗の出店も検討し
ていきます。

現在、モスフード・シンガポール社で現地ディレクターとして、
経営管理全般、店舗開発、営業、教育の他に、商品開発、販売促
進、マーケティングなど、多岐にわたる業務を担っています。現
地のキャストにモスの考え方をしっかりと伝えながら、コミュニ
ケーションを密にして現地の方々を敬うことを大切にしていま
す。日本と同様の接客レベルを目標にしていますが、キャストも
笑顔でお客さまにご挨拶しているのを見るとモスの心が浸透し
てきたことを実感しています。今後はこの成功例
を新規国開拓にも活かし、もっともっとモスバー
ガーを世界に広げていきたいと思います。

Voice Voice

モスのおいしさとおもてなしは
シンガポールでも受け入れられています。

Ng Kok Siah（コク・シア）

現地キャストの笑顔の接客に
確かな手応えを感じています。

村越 茂敏

現地法人社長から 現地駐在員から

モスフード・シンガポール社
Managing Director（社長）

モスフード・シンガポール社
Director（取締役）

シンガポールへ、
「幸せ」を

Close Up

台湾初出店から約1年後の1992年4月、モスはシンガ
ポールに合弁会社「モスフード・シンガポール社」を設立。翌
年にはオーチャードロードの伊勢丹内に1号店となる「イセ
タンスコッツ店」をオープンしました。以来、
ショッピングセンターを中心に出店を続
け、現在では同国で29店舗を数えるまで
に成長しています。
商品は、多民族国家ゆえのさまざまな食
習慣に注意を払いながらも、日本風の味付
けを大切にしています。また、ネーミングも
日本のブランドであることをアピールして
おり、特に“テリヤキチキンバーガー”が人
気を集めています。接客も日本と同様おも
てなしの心を大切にしています。

初出店から23年、当時は子供だったお客さまもいまでは
大人になり、家族連れでお越しいただけるようになりまし
た。お昼休みには、女性のオフィスワーカーや学生の方など
さまざまなお客さまがご来店くださり、日本発のハンバー
ガーショップであることの信頼感や、「モスは安全・安心」と
いうイメージも定着してきています。

初出店から23年。現地の方から
愛されるお店づくりを実現

モスフード・シンガポール社のメンバーは社員もキャスト
も、ほとんどが現地採用のため、教育には特に力を入れて
います。また、同社は海外法人としての歴史が長く、実績があ
るため、香港、韓国などから研修を受けに来たり、他国で新
規店舗がオープンする際にはスタッフを派遣しています。
このシンガポールにおける現地化の成功例を、今後はさ
まざまな国・地域の手本としていく考えです。

シンガポールでの現地化の成功例を、他の国・地域へ

「おもてなし」「品質」「安全・安心」を兼ね備えた
日本発の食文化の価値を、世界の人 へ々
1991年の台湾初出店を皮切りに、モスグループは積極
的に海外事業を展開し、現在ではアジアを中心に8つの国
と地域で336店を出店しています。海外のモスバーガーも
日本と変わらないおいしさやおもてなしを追求することで、
現地のお客さまから好評をいただいています。そうした中、

Singapore

海外モスバーガー事業
成長
戦略2

モスは新たな中期経営計画においても「海外モスバーガー
事業の拡大」を今後の成長エンジンとして位置づけていま
す。中でもシンガポールは初出店から23年が経過し、店舗
数、売上高ともに安定して成長を続けている国の一つです。

海外のモスバーガー店舗数の推移 2018年度目標

‘91 ‘92 ‘93 ‘94 ‘95 ‘96 ‘97 ‘98 ‘99 ‘00 ‘01 ‘02 ‘03 ‘04 ‘05 ‘06 ‘07 ‘08 ‘09 ‘10 ‘11 ‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ‘16 ‘18
（目標）

台湾

シンガポール

中国

香港

韓国

タイ

オーストラリア

インドネシア

台湾258店舗
シンガポール33店舗

香港20店舗

タイ9店舗

インドネシア5店舗

中国21店舗

オーストラリア9店舗

韓国18店舗

チキン竜田揚げバーガー

シンガポール
限定
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気軽に、お洒落にパスタが楽しめる 
モスの新業態 ミアクッチーナ 

本格パスタを
フードコートで実現

モスらしさを受け継いで研究を重ねた
２つのスタイルの紅茶専門店

摘みたての紅茶を
お客さまの日常に

mia cucina（ミアクッチーナ）とは、イタリア語で「わたし
の台所」を意味します。パスタ専門店ミアクッチーナは、「気
軽に立ち寄れるフードコートで専門店の味を」というコンセ
プトのもと、2016年3月に初出店しました。フードコート店
ながら、商品は注文後一つひとつ手づくりしており、本格的
なおいしさを提供しています。また、女性がひとりでも気軽
に立ち寄れるお洒落な雰囲気が、お客さまからご好評をい
ただいています。現在は関西地区に2店舗を出店していま
すが、2017年度中にFC展開を目指しており、徹底した味へ
のこだわりを実現できるオペレーションやノウハウの共有
に向けて準備を進めています。

VoiceVoice

モスバーガーの店舗開発を担当していた時に、ショッピング
センターのフードコートのリニューアルに伴ってモス業態が撤
退を余儀なくされるのを見て、新業態の必要性を痛感していた
ため、ミアクッチーナの立ち上げの際には手を上げて参画しま
した。フードコートは提供時間やコストの制約がありますが、モ
スグループらしく「おいしさ」には徹底し
てこだわりました。その甲斐あって「レス
トランよりおいしい！」と言ってくださる
方もいらっしゃいます。多くのオーナー
にご紹介できるようFC展開の準備を
進めています。

加盟店オーナー支援につながる、
新業態の確立を目指しています。

嶋田 尚紀

ミアクッチーナ事業担当者から

新規事業開発グループ
チーフリーダー

おいしい紅茶を、日常的に手軽にお楽しみいただきたい
――そんな想いから1999年3月に初出店したマザーリー
フ。日本を代表する紅茶研究家の磯淵猛氏がセレクトした
新鮮な紅茶を、紅茶との相性を第一に考えたスイーツや
フードとともに提供しています。マザーリーフは、お客さま
の席でご注文をうかがい、商品をお届けするフルサービス
の業態で、現在全国に15店舗、うち3店舗を加盟店が運営
しています。一方でＦＣ事業としての充実を目指し、紅茶専
門店でありながら、よりモスバーガーに近い業態として開
発したマザーリーフティースタイルも展開。今後は、職位に
応じた研修を充実させ、モスらしいおいしさとおもてなしを
新規事業で推進できる人材育成に取り組んでいきます。

摘みたての紅茶をポットサービスで提供するマザーリーフで
は、お客さまによりおいしく優雅な気持ちで味わっていただく
ために、ホスピタリティ（おもてなし）が重要と考えています。モ
スの心を基本とした独自の研修や勉強会の開催により、紅茶の
専門知識を持ち、最高のおもてなしのできる人材を育てていま
す。それと並行して、流行に敏感なお客
さまにもご満足いただけるような、常に
新しさを意識したお店づくりにも積極
的に取り組み、事業としての品質向上
を目指しています。

紅茶の専門知識を持ったメンバーによる
最高のおもてなしを。

福田 俊子

事業責任者から

第一新規事業部
マザーリーフグループ
グループリーダー

新規事業
成長
戦略3

モスのおいしさやおもてなしを、
お客さまのニーズに合わせた多様な業態へ

マザーリーフ

あえん

マザーリーフ
ティースタイル

スリランカ直輸入の紅茶と季節のオリ
ジナルスイーツが楽しめる紅茶専門店

紅茶の新スタイルをさまざまなシーン
で楽しめるカジュアルな紅茶カフェ

「日本のご馳走」をテーマに、四季折々
の旬菜料理を提供する和食レストラン

15店舗 11店舗

8店舗

モスグループの新規事業

近年、少子高齢化やライフスタイルの多様化などを背景
に、外食産業に対するお客さまのニーズは変化しています。
また、それに合わせてショッピングセンターなどのテナント
リニューアルのサイクルも早期化しており、外食産業の出
店戦略にも変化が求められています。こうした中、モスグ

ループは時代のニーズを捉えたさまざまな業態の店舗を
展開し、モスバーガーに次ぐフランチャイズ（ＦＣ）の「第2の
柱」となるブランドの育成に取り組んでいます。いずれの業
態も、モスが大切にしてきたおいしさやおもてなしを受け継
ぎながら、独自性のある商品・サービスを提供しています。

カフェ・レジェロ

選りすぐりのコーヒーと紅茶を提供する
気軽に立ち寄れるカフェ 1店舗

chef’s V
（シェフズブイ）

「シェフがつくる、野菜を活かした魚・肉
料理」がテーマのベジタブルレストラン 2店舗

GREEN GRILL
（グリーングリル）

野菜の力と大地の恵みをコンセプトに、
素材の味を堪能できるレストラン 2店舗

MOSDO
（モスド）

モスバーガーとミスタードーナツの両
方を楽しめるコラボレーション店舗
※「モスド関西空港ショップ」は株式会社ダスキンによる運営です。

1（1）店舗

mia cucina
（ミアクッチーナ）

イタリア語で「わたしの台所」という意味
のフードコート向けパスタ専門店 2店舗
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ステークホルダーとの価値共有

ステークホルダーとの対話を大切にしながら

幸せづくりに貢献します
モスグループは、経営理念に「人間貢献・社会貢献」を掲げるとともに、
お客さまや加盟店のオーナー、株主、メンバー、取引先、地域社会などステークホルダーの皆さまと
「価値の共有」を目指しています。

ステークホルダーとの約束

環境

モスバーガー
キャンパスミーティング

モスバーガー
キャストミーティング

ランチミーティング 株主様向けIR説明会

持続可能な社会
づくりに貢献します

ステークホルダーとのおもな対話

株主
中長期的な企業価値と
株主価値を向上させます

取引先
公平・公正な取引で
相互に発展します

モスグループ
経営理念

「人間貢献・社会貢献」

メンバー
価値観を共有して
共に成長します
※メンバー：モスグループで
働くすべての人の総称

地域社会
地域になくてはなら
ない存在になります

行政
公正で透明な関係を
築きます

P21

P29P23

P18

P27
P25

P30

P30

P21 P26 P26 P29

お客さま
HDC（→P27）を通じて
お客さまの喜びを生み
出します

加盟店
物心両面での満足を
提供します

私たちは「食を通じて人を幸せにすること」という経営ビジョンのもと、「おいしさ」「安全」「安心」「健康」という考えを経
営の中心に据え、「人間貢献・社会貢献」のため、環境保全活動に積極的に取り組み、循環型社会の実現と社会の持続的
発展に向けて、行動してまいります。

モスグループ 環境方針

基本理念

私たちは、フードサービス事業の推進において、事業活動がもつ環境影響を認識して、以下の環境行動指針を定め
活動します。

1. 私たちは、事業活動に関連する法規制および受け入れを決めたその他要求事項等を守り、汚染の予防を図ります。
2. 私たちは、持続可能な社会を次の世代に残すため、事業活動全体において地球温暖化抑止策に以下のとおり取り
組みます。

 i. 省エネルギーと資源の有効利用活動「３R-リデュース（削減）、リユース（再利用）、リサイクル（再資源化）」を推進
します。

 ii. 環境に配慮したお店づくり、商品づくり、および物流体制を推進します。
 iii. 使用する備品や資材などのグリーン購入を積極的に推進します。
3. 私たちは、モスグループで働く全員と事業活動を支える人々の環境に関する意識向上のために、環境教育・訓練
および啓発活動を進めます。

4. 私たちは、社会の役に立つ存在であり続けるため、地域社会と連携し、環境保全と啓発に努めます。
5. 私たちは、毎年度、環境目的および目標を設定し、見直しを行い、環境負荷低減に努めます。
6. 私たちは、環境方針ならびに環境マネジメントシステムの継続的改善の進捗状況を公開し、積極的に外部とのコ
ミュニケーションをおこないます。

1. 環境マネジメントシステム全体を再点検し、
 業務改善を図ります。

2. 本部機能を最大限に活用し、チェーン全体の
 環境影響改善に努めます。

環境行動指針

中期環境行動計画 2016年度の実績

グループ全体の環境マネジメントシステムの充実

1. エネルギー使用量 毎年前年比1%削減
 （売上100万円あたり）

2. 食品リサイクル 再生利用等実施率48.5%

● CSRの諸課題の範囲や影響度の拡大について検討。

● より本来業務に即した活動を推進するため、
 本部部門は「グループ単位」で活動を実施。

● エネルギー使用量 前年比99.3%
 （売上100万円あたり）

● 食品リサイクル 再生利用等実施率49.9%

環境目標数値

モスグループ 中期環境行動計画（2016年度～2018年度）

P20

P20

その他の活動を
ご覧になりたい方は
Webサイトを
ご覧ください。

ステークホルダーとの価値共有

環境とともに
省エネルギーの推進や廃棄物の適正な処理などの環境活動に取り組むとともに、モスグループのメンバー
への環境教育を実践し、持続可能な循環型社会の実現に向けて行動し続けています。

ステークホルダーとの価値共有
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Close Up 

ʹͷཧղଅਐͷͨΊڥ ॥ܕ社会ͷ࣮現ͷͨΊʹ

FDPモス௨৴（ڭڥҭ） #R*/( 1-"�1-6SプϩδェΫト
店舗ϝンバーڭڥ͚ҭπール「eDoモス௨৴」を

2003年͔Β発行しています。2016年度は̓ܭ 回発行し、
「フϩンഉग़੍๏」「লエω」「$00- $)0*$&」「グϦスト
ラップਗ਼」「ഇغ」など、店舗にؔΘるڥ報を取り্
͛ました。また、̦ ˍ̖ ίーφーを৽ઃし、そΕͧΕのςーϚ
にରして෮श͕で͖る組みにしました。さΒに、本部ϝン
バー͚には̴ ラーニングによるڭڥҭςストを࣮ࢪ。

「モスのίϛϡニέーγϣン
レポート」の内༰やΦフΟス
のڥ活動についてֶびな
͕ΒཧղをਂΊています。

লの࣮ূ事業「#3*/( P-"-P-64（ϒϦング プラプڥ
ラ）プϩジェクト」に、2014年度͔Β参加しています。Ոఉ͔
Βग़る༰ثแ以外の品プラスチックを回ऩ・࠶ੜする
事業で、モスの店舗͕回ऩڌͱなり、お٬さまにର品

（おもͪΌ、จ۩、日༻品など）
をおͪ࣋いただ͖৽たなプラス
チック品のݪྉに活༻していく
。みですࢼ

モスでは年ʑ参加店舗を૿や
しており、2016年度は東京・ҵ
・੩Ԭの47ܭ店舗ͱ本社で回
ऩにྗڠしました。

Նのলエωͱ༊やしのۭؒͮくりに役ཱつグϦーンカーςン。2013
年度͔Βモスの店舗に「のカーςン」をઃஔし、そのग़来栄͑やޮՌを
߹いڝ 「͏グϦーンカーςンίンςスト」を開࠵しています。2016年度は
全国͔Β84店舗͕参加し、その中でय़日Ҫग़川店 をड「༏ल࠷͕」
。他の参加店舗でも、ݟた目͕ྋしいだ͚
でなく、૭ଆ੮・ςラス੮の体ײԹ度をԼさ
ͤたり、お٬さまͱのίϛϡニέーγϣンをଅ
ਐしたりͱ、さま͟まなޮՌ͕ग़ています。

eDoモス௨৴

શࠃͷళฮʹ͕ΔάϦʔϯΧʔςϯͷྠ

スςーΫϗルμーͱのՁڞ༗

ʹͱͱڥ

লΤωルΪーͷ取ΓΈ
お٬さまにͱͬ ての৺ྑさやا業活動をྀߟしな͕Β、エωルΪーのޮ率的な༻にΊています。エωルΪー༻ྔのѲͱূݕ、ઃඋ
。ཧを௨͡、チェーン全体のলエωルΪーԽを図ͬています࣋のదਖ਼なҡྨثػ

ࢉ༉ݪɺࢉɺ$0�ഉग़ྔɺྔྔ༺ɾΨεؾి

※1 全店舗のݪ単Ґは、「ച্100万円͋たり」、本社などは、「Ԇচ໘ （ੵN2）͋ たり」。
※2 ిྗ以外のその他のエωルΪーは、hԹࣨޮՌガスഉग़ྔࢉ定・報告Ϛニϡアル（7er�4�2）ɦ（ڥল・࢈ࡁܦ業

ল） ه載のをద༻しています。

୯Ґ

���� ����
શ店ฮ 本社ɾ事所ɾؔ ࿈ࢪ設 શ店ฮ 本社ɾ事所ɾؔ ࿈ࢪ設

ྔ༺ $0�ഉग़ྔ
ʢU�$0�ʣ ྔ༺ $0�ഉग़ྔ

ʢU�$0�ʣ ྔ༺ $0�ഉग़ྔ
ʢU�$0�ʣ ྔ༺ $0�ഉग़ྔ

ʢU�$0�ʣ
ྔ༺ؾి ઍkWh 137,055 76,193   750 381 134,866 72,407   725 364
都ࢢガス༻ྔ ઍN3   2,371  5,288     2   4   2,324  5,184     2   5
-Pガス༻ྔ ઍN3   2,127 12,712     1   4   2,066 12,347     0   3
"ॏ༉ kὙ �    83 226 �    85 229
ྫྷਫ・Թਫ (+ � 1,549  88 � 1,652  94

$02ഉग़ྔ߹ܭ -̓$02
94,192

（2014年度ൺ：96�0ˋ）
704

（2014年度ൺ：98�4ˋ）
89,938

（2015年度ൺ：95�5%）
694

（2015年度ൺ：98�7%）
ྔܭ߹ࢉ (+ 1,687,926 12,991 1,657,825 12,921

༉ݪ
ࢉ

ܭ߹ kὙ 43,549
（2014年度ൺ：98�4ˋ）

335
（2014年度ൺ：100�6ˋ）

42,772
（2015年度ൺ：98�2%）

332
（2015年度ൺ：99�1%）

単Ґ※1ݪ 0�410
（2014年度ൺ：92�6ˋ）

0�045
（2014年度ൺ：100�0ˋ）

0�407
（2015年度ൺ：99�3%）

0�046
（2015年度ൺ：102�2ˋ）

数ࢉ
˔ ిྗ
ిྗは、ి 事業ऀผにެදさΕた2014年度及ؾ
び2015年度の࣮ഉग़をそΕͧΕ2015年
度及び2016年度にద༻。
単Ґ発ྔ 9�97.+�kWh
˔ ࢢガス
ഉग़ 2�23ᶵ - $0�N3

単Ґ発ྔ 44�8.+�N3

˔ -1ガス
ഉग़ 3�00ᶵ - $02�ᶵ
単Ґ発ྔ 50�8.+�ᶵ

（-Pガスは0�502ઍN3を1Uでॏྔࢉ）
˔ ̖ ॏ༉
ഉग़ 2�71ᶵ - $02�Ὑ
単Ґ発ྔ 39�1.+�Ὑ
˔ ྫྷਫɾԹਫ
ഉग़ 0�057ᶵ - $02�.+
単Ґ発ྔ 1�36.+�.+
ࢉ༉ݪ ˔
0�0258kὙ�(+

ੜଟ༷ੑͷ取ΓΈ
にԉし、さま͟まなҹࢧP0「ΦフΟスொ内会」の活動を/ڥ
のொ内会の「ؒെにد༩するࢴ」を༻する͜ͱにより、ؒ െࡐ
の༗ޮ利༻をଅਐして݈全なྛͮくりにݙߩしています。

ͷொ内会ʮؒെʹد༩͢Δࢴʯͷ༻ྔ
���� ���� ����

༺ （ྔU） 20�8 16�3 16�3
ؒെଅਐࢉ໘ੵ※（ha）  1�2  1�0  1�1

※ ؒെଅਐ໘ੵは、のொ内会活動の࣮をもͱにࢉग़

ഇغͷൃੜ੍ͱϦαΠΫル
業当ॳ͔Β、ごจいただいて͔Β品をつくる「アフλーΦーダーํ式」の࠾༻やϦϢース食ثの活༻など、ΰϛのग़にくい店舗ӡ営を࣮
しています。また、店舗͔Βഉग़さΕるഇ食༉などのϦサイクルをਐΊている他、「ηカンドハーϕスト・ジャパン」※によるフードバンク活動ࢪ
の食ࡐのدଃにより、食品をແବにͤͣ、ഇغの発ੜ੍にもΊています。
※ 日本でॳΊて2002年に๏ਓԽさΕたフードバンク。̓ 全ੑ͕อূさΕた食ྉを、ੜ活ऀځࠔにڅڙする活動を展開している。

ϞεόーΨーνΣーϯશ店ฮͷ৯ഇغൃੜྔͱ࠶ੜར༻࣮ࢪ
���� ���� ����

ച （্100万円）  a 100,265 106,427 105,194
発ੜ （ྔU）  b   7,016   6,870   6,634

内
訳

༺ੜ利࠶ （ྔU）  D   2,655   2,538   2,424
回ऩ （ྔU）  E       0       0       0
e  ྔྔݮ       0       0       0
ੜ利༻以外のྔ࠶       0       0       0
ഇغͱしてのॲྔ   4,362   4,332   4,210

発ੜݪ単Ґ H�by a（発ੜ ：ྔkH�ച্100万円͋たり）   69�98   64�55   63�06
発ੜ੍ （ྔ̓ ）Ǵ ̫（単Ґ※-Hݪ४発ੜج） a     986   1,624   1,762
率（パーηント）（Dɹࢪੜ利༻࣮࠶ E̫ 0�95ɹ eɹ G）y（bɹ G）    45�5    49�0    49�9

����の内༁

ൃੜ ʢྔUʣ ϦαΠΫル
ʢྔUʣ

ϦαΠΫル
ʢˋʣ

ࡊくͣなど 2,776   151  5�4
ഇ食༉ 3,833 2,248 58�6
ݿഇغ    25    25  100
ܭ߹ 6,634 2,424 �

フードバンクのدଃ （ྔU） 34�7

単Ґ：2007年度 79�81ݪ४発ੜج ※

ड店ฮҰཡ
 ड店ฮ

༏ल࠷ 中京ࢧ部 य़日Ҫग़川店

༏ल
৽ׁࢧ部 ৽ׁ大ֶ前店
中京ࢧ部 कࢁ中ԝ店

チャレンジ
部ࢧ৴ߕ ാ店ߴߕ
भࢧ部 ᨠૣࢁٱ店

লエω
ࢧ部 দ店
੩Ԭࢧ部 ٸ࢜প店

エϦアಛผ

東ࢧ部 ळ田໘店
部ࢧۄ࡛ ;͡み店
東京ࢧ部 ଟຎԼ༘店
੩Ԭࢧ部 ਫक店
ࢧ部 ֻࢁඌ店

ؔೆࢧ部 田؛
インλー店

中・࢛国ࢧ部 ᷫԂ店
भࢧ部 中ਫ店

カーςン͕大͖くするにつΕ、૭際やςラス੮͕ྋし
くなり、ご利༻になるお٬さまも૿͑てい͖ました。今回、グ
Ϧーンカーςンを͏まくҭてΒΕたൿࡦは、ໄঢ়のγャϫーを
活༻した͜ͱに͋ります。を௨してお٬さまͱのަྲྀ͕૿
をաごͤました。また、ઓしますʂؒ࣌なͤたͪもࢲ、͑

य़日Ҫग़川店ʦѪݝʧ  ୩ޱ ඒΦーφー

Voice ड店舗のΦーφー͔Β

プϩジェクト告ポスλー

のΧーςϯ͕͓٬ ·͞ͱのަྲྀΛଅਐ
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Close Up 

շదɾศརͷͨΊʹ ͓٬ ·͞ͱͷରͷͨΊʹ

ʹͷͨΊ׆తͳ৯ੜ߁݈

モスのωοトจ（σδλルπールの׆༻） モスバーガーΩϟンύスϛーςΟング

ΤϜɾΤイチɾΤスにΑる店舗Ӵੜࠪ

'SFF 8J�'J
͓٬༷૬ஊࣨ

モバイルモスΧード

スϚートフΥンやパιίン͔Β事前におۙくのモスの店
舗にจで͖る「モスのωットจ」は、ごࣗやΦフΟス、
外ग़ઌ͔Βでもखܰに利༻で͖るたΊ、お٬さまにධで
す。また、モスカードをొするͱ事前ܾ͕ࡁՄで、ܾ ࡁ
に.04ポイントをプレθント࣌
するなどಛผなサービスも࣮ࢪ
しています（ෆ定期）。
hUUQT���neUorEer�NoT�Do�KQ�
※ 一部の店舗では࣮ࢪしていまͤΜ。ご

利༻には会һొ（ແྉ）͕ ඞཁです。

※ ご利༻には会һొ（ແྉ）͕ ඞཁ
です。

2015年度まで࣮ࢪして͖た「モスバーガーλンϛー
ςΟング」に͔Θり、2016年度は大ֶੜをରに「モスバー
ガーΩャンパスϛーςΟング」を開࠵。ୈ1回は໌ֶ࣏Ӄ大
ֶで、34名のֶੜ͕参加しました。

当日は当社会の櫻田のಛผߨԋの他、ֶ ੜにΩャッチ
ίϐーを͑ߟてもΒ͏グループϫークを࣮ࢪ。બΕた
Ωャッチίϐーは࣮際
のએπールͱして一
部店舗で༻しました。

グループࢠ会社の株式会社エム・エイチ・エスは、「お٬
さまに҆全な品をఏڙする」を品࣭ํͱし、食の҆全・
҆৺を୲อするたΊの活動をしています。ྫ ͑、店舗Ӵ
ੜࠪは現ݧܦを࣋つࢦಋһ͕ड͚ͪ࣋、モスグルー
プ以外の飲食チェーンのݕ
ࠪもଟく࣮ࢪ。各छࠪݕ
やݕศडを࣮ࢪし、外食࢈
業のӴੜ্ڥにݙߩし
ています。

モスの店舗では、ແྉでインλーωット͕ڥ利༻で͖
る'ree Wi-'iをಋೖしています。 ܞଳΩャϦアにؔな
く、Wi-'iにରԠしているモバイルثػでの続͕Մです

（一部末をআく）。
「.04@#63(&3@'ree@Wi-'i」をબしていただくͱ、

続ઃ定ը໘͕දࣔさΕ、ը໘のҊ内に
Ԋͬてૢ࡞するͱ、'ree Wi-'iの続͕
Մになります。
※ 一部の店舗では࣮ࢪしていまͤΜ。

ご利༻ొ͕ඞཁです。

お٬༷૬ஊࣨでは、ి やϝール、おखࢴなどでお٬さ
ま͔Βのごҙݟやご࣭をঝͬています。ͤدΒΕたお
はそΕͧΕ、各୲当部ॺや店舗に͑、վળやサービスの
。にΊています্

ۙ年は、アレルΪー報のؔ৺や݈߁ҙ͕ࣝߴまる
中、ࡐݪྉのおい߹Θ͕ͤ૿加しています。また、モス
バーガーެ式サイトやモスカード、Webܾࡁなどのご࣭
やおい߹Θͤも૿͑ています。

2016年7月より、スϚートフΥン༻アプϦ「スϚϗサイフ」
で「モスカード」͕ おいいただ͚るよ͏になりました。おख
نのモスカードをొするだ͚でなくアプϦ্で৽ͪ࣋
カードの発行͕で͖、カードのೖۚやߴ照会、̢ ̨̤ ポ
イント、༗ޮ期ݶの֬ೝ、店舗での会ܭなど͕Մです。モ
スカードをσジλルԽする͜ͱでカードのͪ࣋ӡびをෆཁ
にし、お٬さまの利ศੑ্
にもつな͕ͬています。

モスは業以来、栄ཆのバランスを͑ߟて食る͜ͱ
で݈߁をҡ࣋するͱい 「͏ҩ食ಉݯ」のํ͑ߟを大にし
て͖ました。さΒにۙ年、ਓʑの݈ߴ͕ࢤ߁まͬて͖た

͜ͱをड͚て、お٬さまのごཁにおԠ͑する、さま͟ま
なϝニϡーをൢചしています。

期ؒݶ定のಛผՁ֨ϝニϡーも
（していない期ؒも͋りますࢪ࣮）

ΩャンパスϛーςΟングでのू߹ࣸਅ

ࢠの༷ࠪݕでのࣨࠪݕ

掲ࣔスςッカー
σβイン

「スϚϗサイフ」アイίン（ࠨ）
モバイルモスカードイϝージ（右）

ʮҩ৯ಉݯʯͷํ͑ߟΛେʹ͠ ͨϞεͷϝχϡʔ։ൃ

サイドϝニϡーのサラダは、قઅに߹Θͤて年2回、
。のछྨをม͑てϦニϡーアルしていますࡊする༺
2016年ळのϦニϡーアルでは、「おいしいࡊをも ͱͬ
たくさΜ食たい」ͱい͏お٬さまのごཁにおԠ͑
し、ै 来サイズ（4サイズ）に加͑、-サイズもご༻ҙしま
した。ྫ ͑ʠ モスバ ー
ガーのサラダηット-ʡで
は、ਓ͕1日にඞཁな
取目標350Hのおよそઁࡊ
1�3をઁ取する͜ͱ͕で͖
ます。

͓٬͞·ؔ࿈σーλ

͓٬༷૬ஊࣨʹͤدΒΕͨ

0 20 40 60 80 （%）100

2014年度

2015年度

2016年度

■ ごҙݟ ■ ご࣭

66.1

66.6 20.7 9.8

68.6 20.8 7.3

22.7 8.9
2.2

2.8

3.3

■ ごཁ ■ お๙Ί

͝དྷ店٬数

�ฏۉ�28�ສਓ��間の��1ԯ217�ສਓ

ϞεΧーυൃߦຕ数

2,042,549ຕ ܭྦྷ
ϞόΠルϞεΧーυ͝ར༻݅数

間の 27,448݅

ͷͦଞͷ׆ಈΛ
͝ཡʹͳΓͨ ͍ํ
8FCαΠτΛ
͝ཡ͘ ͍ͩ͞ ɻ

スςーΫϗルμーͱのՁڞ༗

͓٬ ·͞ͱͱʹ
ਅ৺Λ͜ΊͨαーϏεɺൈߴ͍͓͘͠ʹ܈࣭ͳɺਗ਼ܿͳ͓店ͱਓฑɺΛج本ʹͬͱศརʹɺ݈ ɺʹ߁
ͱ͍ͬͨʹࣖΛ͍͚ͯ·͢ɻ

スςーΫϗルμーͱのՁڞ༗

͓٬ ·͞ͱͱʹ

͜だΘりࡊのサラダ-

l͜ ͩΘΓࡊのαϥμzʹ
-αΠζ͕ొ υϨογϯグΛݮԘλΠプʹ

Ԙաଟ͕৺さΕる日本ਓの食ੜ活。モスは、サラ
ダに༻している෩ドレッγングを、ै 来よりも25%
Ԙを͑た「෩ドレッγングʻݮԘλイプʼ」にม
͔。ߋ つおઅやࠛのࢫみにΦニΦンの෩ຯを加͑、お
いしさはそのままにݮԘする͜ͱを࣮現しました。͜ し͏
た取り組み͕ධՁさΕ、大
߁݈͕ݝण໋Ԇ৳のた
Ίにਪਐする「͏まԘプϩ
ジェクト」において、ݝ内全
17店͕外食チェーンͱして
ॳΊて「͏まԘϝニϡーఏ
。店」にೝ定さΕましたڙ

৽しくなͬた「෩ドレッγング
ʻݮԘλイプʼ」
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Close Up 

҆શɾ̓ ৺ͷͨΊʹ ৴པͰ Δ͖৯ࡐͷௐୡͷͨΊʹ

モス৯҆全ج४ ʮモスのੜࡊʯのௐୡ

ӫཆɾΞϨルΪーɾݪྉ࢈ݪ報のఏڙ

モスフΝーϜ

モスグループの食品҆全ཧ体੍のڧԽを目的に、食
品҆全Ϛωジϝントγスςムの国際֨نで͋る*4022000
のೝূ※を取ಘしています。

͜の国際的に৴པੑのߴい*40の組みをૅجͱし、モ
スバーガーの店舗や社෩に߹ͬたಠࣗの食品҆全Ϛωジϝ
ントγスςム「モス食品҆全ج४」をߏங、దਖ਼ԽをਐΊ、ௐ
ୡやੜ࢈の現͔Β店舗まで、͋ ΒΏるఔでの҆全ཧ
にΊています。

今ޙは৽ن事業、ؔ 連事業、海外の店舗にもద༻を֦大
し、モスグループ全体で食品҆全ཧをڧԽしてい͚る体
੍を目ࢦしています。
※ ೝূൣғは本部の食品҆全のؔ連部門ͱ株式会社エム・エイチ・エス、直

営5店舗

モスバーガーで༻さΕるੜࡊは、全国2,800ށの
Ոで、で͖るだ͚ༀやԽֶංྉにཔΒないํ๏でҭて
ΒΕています。༻するༀのछྨやԽֶංྉのྔなどの
報はすて࢈ாにهさΕ、年に1回は本社ϝンバー
を֬ೝするよ͏にしてگཧのঢ়࢈にෝ͖、そのੜ࢈͕
います。また、ੜٕ࢈ज़の্や報ަを目的ͱした࢈
ؒަྲྀや、モスの店舗ͱの૬ޓの体ݚݧमをੵۃ的に࣮ࢪ
し、よりྑいͮࡊくりに͚てखを͑ܞて取り組Μでいま
す。各࢈の取り組みは、モスバーガーެ式サイトで「࢈
だより」ͱしてごհしています。

モスバーガーでは、スϚートフΥン
ͱパιίンのެ式サイトで品の栄
ཆ報、アレルΪー報、ݪྉ
※報を開ࣔしています。ま࢈ݪ
た、店舗の̥ ̨̤ レジスλーでも͜Ε
Βの報をレγート༻ࢴにҹࣈして
おしする͜ͱ͕で͖ます。その他
のモスグループの店舗でも、アレル
Ϊー報のఏڙにΊています͕、
͜Εにはݪྉや食ࡐϝーカーのํの
ご͕ྗڠෆՄܽです。

2015年に食品දࣔ๏͕ࢪ行さΕ
るなど、食にؔする報はৗにมԽを
続͚ています。๏にͮجくରԠだ
͚でなく、お٬さまの๛͔な食ੜ活に
し、దな報をࢦする͜ͱを目ݙߩ
発৴で͖るよ͏ に取り組Μでいます。

店舗で༻するੜࡊの҆定したௐୡͱ࢈ͱのڠ
ྗ体੍ڧԽを目ࢦし、2006年より業ੜ࢈๏ਓ（モス
フΝーム）をઃ ・ཱӡ営しています。現在、海ಓ͔Β۽本ま
で6社にてトϚトやレλスなどのഓに取り組Μでいます。
いͣΕも現のੜऀ࢈ͱのڠಇで、ੜٕ࢈ज़の্の他、
ԉなࢧबऀن継ऀҭ、৽ޙの༗ޮ利༻やغ์࡞ߞ
どにも取り組Μでいます。

「モスのੜࡊ」を店舗ϝンバー͕ࣗΒۙྡのྗڠ
Ոでऩ֭し、࢈直ૹのࡊをハンバーガーなどに
༻する「モスの࢈直ࡊフェスλ」を、࢈の०に߹Θͤ
て全国をϦレーするܗで開࠵しています。2016年度も
5月͔Β1月まで࣮ࢪし、Ҭ・期ؒݶ定品をൢച。
いঢ়ଶߴでऩ֭さΕたトϚトやレλスを、より度のݩ
でお٬さまにおಧ͚しました。

を๚するアグϦ事業グループのϝンバー࢈

શ1ࠃ�ͷҬͰʮϞεͷ࢈ࡊϑΣελʯΛ։࠵

࢈ݩͰͱΕΔ৽Ͱ͓͍͠ ͍ࡊΛ͓٬͞ ·

Voice Ճ店舗Φーφー͔Βࢀ

会تଟํ店
ʦౡݝʧ
൘ڮ ਅਔ
Φーφー

ऩ֭をする店舗ϝンバー σラックスモスバーガー
ダϒルトϚト

取Ҿઌؔ࿈σーλ

ʮϞεͷੜࡊʯྗڠՈ数ͱ࢈地数
Ոྗڠ ށ2,845
࢈ 122ϱॴ
モスフΝーム 6社

ʮϞεͷੜࡊʯͷग़ՙॏྔ

トϚト：2,404U
（1,201万ݸ）

その他：287U

レλス：1,924U
（384万ݸ）

ग़ՙॏྔ
 ɿؒ����U

λϚωΪ：2,118U
（847万ݸ）

Ωャϕπ：562U
（47万ݸ）

トϚト：6�6U
（33,000ݸ）

その他：0�8U

レλス：5�3U
（10,600ݸ）

ग़ՙॏྔ
�ɿ����U

λϚωΪ：5�8U
（23,200ݸ）

Ωャϕπ：1�5U
（1,250ݸ）

ͷछྨ྆ंܕྀڥ 数ʢʣ
動ंࣗؾి 0
$/(（ఱવガス）ࣗ 動ं 1
ハイϒϦッドࣗ動ं 6
-P(（ӷԽੴ༉ガス）ࣗ 動ं 0
৽期੍نద߹ं 214
ܭ߹ 221

1997年͔Β、他社にઌ͚ۦて「ৗԹ・チルド・ྫྷ ౚ」のࡾԹ度ଳを1
でૹで͖るトラックをಋೖ。またҕୗૹ会社のྗڠのもͱ、ૹ
ं྆をڥෛՙのい࠷৽੍نద߹ंなどにりସ͑ています。

ૹ࣌ͷڥྀ྆ंܕͷಋೖঢ়گ

取ҾઌΞϯέーτ
ຖ年、取Ҿઌに「モスグループํڥ」などをお͑するͱͱも
に、ڥ活動の࣮ࢪঢ়گをアンέートܗ式でௐࠪしています。

2014年度

（社）

2015年度

49 50

2016年度

45
8139

40
（82%）

37
（74%）

37
（82%）

60

40

20

0

ࢪの取り組みを࣮ݮྔ༺ͱエωルΪーのݯࢿ その他

ͷͦଞͷ׆ಈΛ
͝ཡʹͳΓͨ ͍ํ
8FCαΠτΛ
͝ཡ͘ ͍ͩ͞ ɻ

スςーΫϗルμーͱのՁڞ༗

औҾઌͱͱʹ
ެฏͳ取ҾͪΖΜɺ͓ ͍҆͘͠શͳࡐݪྉΛ҆ఆతʹڅڙͰ͖ΔΈͮ Γ͘ʹڠಇ͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɺ
֤取ҾઌͷྗڠͷͱɺΞϨルΪーݪྉ࢈ݪ地ͳͲͷใ։͍ࣔͯ͠·͢ɻ

アレルΪー報をレγート
ڙしてఏࣈにҹࢴ༺

（株）モスフΝーム・サングレイス
                    ʦ੩Ԭ܈・ݝഅݝʧ

（株）モスフΝームすͣなりʦ੩Ԭݝʧ

（株）モスフΝーム۽本ʦ۽本ݝʧ
（株）モスフΝームϚルϛπʦ۽本ݝʧ

（株）モスフΝーム৴भʦݝʧ

（株）モス・サンフΝームΉ͔Θʦ海ಓʧ

ౡでの「モスの࢈直ࡊフェスλ」の
開࠵は、2016年度で4回目ͱなります。
開࣌࠵はΩャストͱ一ॹに࢈に͏͔͕
いߴ、 ࣪度のྫྷؾでޮ率的にྫྷ٫する「ઇ
ࣨ予ྫྷ」など࢈ಠࣗの取り組みにも৮
Ε、いつも以্にࡊのおいしさや৽
さにࣗ৴をͬ࣋てൢച͕で͖ました。ຖ年
、しているたΊ࠵ຽの日に߹Θͤて開ݝ
く、Ԡԉしてくߴຽのํ͔Βのೝ度はݝ
ださる͕Կよりྭみになͬています。͜
Ε͔Βもݝ内࢈のࡊの҆全ੑやおいし
さを、࢈のํͱ一ॹにଟくのお٬さま
にհしてい͖たいです。

※ ྛਫ࢈ল「外食にお͚る࢈ݪදࣔにؔ
するガイドライン」に४ڌ
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ଟ༷ͳਓ׆ࡐ༂ͷͨΊʹ ϝϯόʔͷ݈߁ΛकΔͨ Ίʹ ಇ͖ ͍͢৬ͮ͘ ΓͷͨΊʹ

ҭࣇɾ介ࢧޢԉ੍

ো͕͍ऀޏ༻のଅਐ

ストϨスチェοΫの／࠵૬ஊࣨの։߁݈／அ߁݈
ࢪʮ.OSϨογϡମૢ˞ʯの࣮／ࢪ࣮

؍ࢀͲࢠ 対ΛେにʮΩϟストϛーςΟングʯΛ։࠵

ϥンチϛーςΟング

ԉするたΊࢧԉ、ଟ༷なಇ͖ํをࢧ事ͱՈఉのཱ྆
に、モス本社では๏定ཁ݅を্回るҭࣇ・հࢧޢԉ੍度を
ಋೖしています。その結Ռ、ҭٳࣇ業͔Βの෮職率やࢧԉ
੍度の利༻率もߴまͬています。

本社ϝンバーͱして20年前͔Β、店舗ϝンバーͱして
2005年͔Β、「ݪࢢԂ」※のϝンバーͱして2013年͔Β、
的ো͕いऀの࠾༻をスλートさͤて、そΕͧΕのಛੑを
に活͔したଐをしています。社内ではো͕いの͋ݶ大࠷
るϝンバーの͜ͱを、さま͟まな͜ͱにチャレンジして΄し
いͱい͏ئいを͜Ίて「チャレンジϝイト」ͱݺΜでいます。
今ޙもޏ༻ଅਐにΊてい͖ます。

モス本社では、ಇくϝンバー͕ࣗの݈߁を֬ೝするた
Ίの݈߁அのडはもͱより、2次ࠪݕのडをଅす活
動に取り組Μでいます。また、อ݈ࢣによる「݈߁૬ஊࣨ」を
開ઃしています。

また、2016年度͔Βは๏にͮجくストレスチェックを
によるి・ϝール・໘ஊによるカンηϦンؔػ外部。ࢪ࣮
グ͕ड͚ΒΕる体੍を͑るͱͱもに、৺の݈߁につい
てษڧするཧ職ݚ͚मも開࠵しています。

加͑て、σスクϫークにภり͕ͪなΦフΟス内ではຖ日
よりΦϦジφル体࣌15 「ૢ.04レッγϡ体ૢ」を࣮ࢪしてい
ます。一୴σスクをΕて体を動͔す͜ͱで、಄も体もϦフ
レッγϡするؒ࣌をઃ͚ています。

※  ো͕いऀޏ༻を目的ͱしてӡ営するઍ༿ࢢݪࢢݝのԂ。ऩ֭したࡊ
はモス本社でൢച

Ոや社һؒのίϛϡニέーγϣンଅਐや、おࢠさΜの
職業؍のҭ、の事にରする૬ޓཧղを目的ͱして、
職でಇくおさΜ、おさΜの࢟をおࢠさΜにݟていた
だく「ࢠども参؍日」をモス本社で開࠵しています。2016
年度はグループ会社ϝンバーのおࢠさΜをؚΊ、12名の
。どもた͕ͪ参加しましたࢠ

営トップͱ本社ϝンバーͱのダイレクトίϛϡニέーܦ
γϣンの一ͱして、会、社͕そΕͧΕ、月に̎ 回͔Β3
回のස度で「ランチϛーςΟング」を࣮ࢪしています。会、
社の࣭や、ϝンバー͔
Βのみ૬ஊまで͋るوॏ
な̍ 。ですؒ࣌

当社会ͱ店舗でಇくΩャストͱのίϛϡニέーγϣンの
ͱして「モスバーガーΩャストϛーςΟング」を2015年度
͔Β開࠵しています。2016年度は中京、੩Ԭ、海ಓ、大
、ߴし࠵で開（ॱ࠵開）部ࢧਆಸ川の各、ࡕ ੜ͔Β70まߍ
で෯いΩャスト͕参加。࣭ ・ཁίーφーでは、品や
サービス、事などのҙݟや࣭͕ͤدΒΕた他、࠙ ஊ会
では会͕各ςーϒルを回ͬて直Ωャストͱରをしま
した。

ࢠ日当日の༷؍ども参ࢠ

.04レッγϡ体ૢの༷ݪࢢࢠԂでಇくチャレンジϝイトͱサポートϝンバー 会ͱのランチϛーςΟングの༷ࢠ

ϝϯόーؔ࿈σーλ

ਓޏࡐ༻ͷঢ়گʢʢגʣϞεϑーυαーϏε࿈݁ʣ ϫーΫϥΠϑόϥϯε�݈૿߁ਐʹؔ͢Δ׆ಈ࣮
ʢʢגʣϞεϑーυαーϏεʣ

࿑ൃࡂੜ݅数
ʢʢגʣϞεϑーυαーϏεʣ

རްੜ੍ར༻࣮ʢʢגʣϞεϑーυαーϏεʣ
ҭٳࣇ業・ٳՋ੍度利༻ऀ 8名
ҭٳࣇ業・ٳՋ͔Βの෮職率 100%
ҭࣇۈ੍ؒ࣌度利༻ऀ 13名
հٳޢ業੍度利༻ऀ 0名
հޢۈ੍ؒ࣌度利༻ऀ 0名

࣍༗ٳڅՋ取ಘ࣮
（株）モスフードサービス 41�4%
国内グループ会社全体 33�8%

੩Ԭࢧ部ΩャストϛーςΟング
のू߹ࣸਅ

会͔Β名をプレθント

Ճऀ数の 332名ࢀ

月ごͱの発ੜ݅ͱݪҼ、ࡦࢭを全店舗で報ڞ༗する͜ͱで
έガのࢭを図ͬています。

ই：25݅

Րই：18݅
ଧ：7݅

その他：8݅

 ɿؒ��݅

ͷͦଞͷ׆ಈΛ
͝ཡʹͳΓͨ ͍ํ
8FCαΠτΛ
͝ཡ͘ ͍ͩ͞ ɻ

スςーΫϗルμーͱのՁڞ༗

ϝϯόーͱͱʹ
ϝϯόーʢϞεグループͰಇͯ͘͢ͷਓʣ͕ ɺͦ ΕͧΕͷϥΠϑεςーδͰ͍͖͍͖ͱಇ͚Δ৬ͮ͘ڥ
ΓɺՁ؍ͷଟ༷ੑΛॊೈʹड͚ࢭΊΒΕΔਓࡐͷҭʹ取ΓΜͰ͍·͢ɻ

ै業һ
உੑ 851名
ঁੑ 484名

ฏۈۉ続年
உੑ 10年4カ月
ঁੑ 7年9カ月

৽ଔ࠾༻ऀ
உੑ 40名
ঁੑ 31名

ো͕いऀޏ༻率（※モスフード単体） 3�0%

ঁੑཧ職率※ 14�93%
ঁੑ役һ率（取క役、ࠪ役）※ 30�77%

※ ঁੑཧ職率、ঁ ੑ役һ率は（株）モスフードサービス及び国内グループ
会社

年ؒ定࣌ୀ社回 50回（ि1回）
அड率߁݈ 99�3%
࠵૬ஊࣨの年ؒ開߁݈ 24回（月2回）
Ӵੜҕһ会の年ؒ会ٞ開࠵ 12回（月1回）

「.04レッγϡ体ૢ」࣮ 回ࢪ 1日1回

※  「.04」ͱ「Ϧフレッγϡ」を߹Θͤたޠ。モスのΦフΟスで行 Ϧ͏フレッ
γϡ体ૢの͜ͱ

303名8ճ։࠵ճ数
（ܭྦྷ）

Ճऀ数ࢀ
（ܭྦྷ）
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モスの店舗ではܦ営ཧ೦をは͡Ίͱする「モスの৺」を۩
現ԽするたΊに「)%$」を߹ݴ༿にຖ日の営業を行ͬてい
ます。また、日ʑの)%$活動をվΊてݟ直すたΊに、)%$
した活ࢦԽ期ؒを年2回ઃ͚、店舗のレϕルアップを目ڧ
動を行ͬています。

2016年度は、お٬さまͱの結びつ͖をڧΊ「ҬにѪさ
Εるお店」を目ࢦしたҬີணΩャンϖーンを࣮ࢪ。Ωャス
ト͕ఏҊしたご当名をモスྲྀにアレンジして品Խし、
$P（Ωャンϖーン）ਪਐҕһを中৺に全国でΩャンϖーンを
り্͛ました。（ˠP32）

Close Up 

ՃໍళͱखΛͯ͑ܞ ಇ͘ ਓͷҭΛͯ͠ࢦ

モスバーガーڞӫ会 Ωϟストࢧ༺࠾ԉサイトʮϦΫモスʯ

)%C׆ಈɾҬີணΩϟンϖーン

Ճໍ店ࢀՃのݚम

「モスバーガーڞ栄会」は、モスバーガーチェーンの本部
ͱ店舗、そして店舗ಉ͕࢜૬ޓにίϛϡニέーγϣンをͱり
な͕Β、৴པؔをҭΜでྗڠし߹͏たΊに1980年に発
したಠࣗの組৫です。Ҭผに全国20のࢧ部に͔Ε、
報のަや૬ܒޓ発、モラールアップ（ؾ࢜をߴΊる͜ͱ）
を目的に活動し、本部͕サポートしています。

「Ϧクモス」は、2015年6月に開ઃした、加盟店の࠾༻を
࠾ԉする͜ͱを目的ͱしたΩャスト（アルバイト・パート）ࢧ
。ԉサイトの௨শですࢧ༺

Ԡืऀは24365ؒ࣌日いつでも、ཱ や職छ、ಇくؒ࣌
ଳなどの݅でΩャストのืू店舗をスϚートフΥンなどで
し、Ԡืする͜ͱ͕で͖ます。専༻のίールηンλーをࡧݕ
ઃஔする͜ͱで、ऀෆ在࣌や店舗ࠞ࣌ࡶなどによるػ
会ଛࣦを͙͜ͱ͕Մになり、Ԡืऀの૿加や࠾༻業
のޮ率アップにもつな͕ͬています。またԠืऀにͱͬて
も、どの店舗でืूしているの͔࠷৽の۩体的な報͕Θ
͔り、λイムϦーな࠾༻͕で͖るよ͏になりました。͜ Ε͔Β
もモスでಇくস͋إ;Εるؒをଟく૿やしてい͖ます。

モスでは、現で活༂する「ًくਓͮくり」を目的ͱした役
職ごͱのݚमプϩグラムを༻ҙし、加盟店のਓࡐҭに
Ίています。

店舗でಇくΩャストをରͱした「Ωャストηϛφー」は、
ೖ店した͔りのํをରͱした̡ ॳڃฤ 、rお٬さまࢹ
で٬を͑ߟる̡ 中ڃฤ 、rトレーφーをҭするたΊの̡ ্
ฤڃ ͱr、ۈݧܦに߹Θͤて開2016。࠵年度は200名以
্͕参加しました。また、会社ののݪ動ྗͱなるϚωー
ジャー職をҭする「̛ ̨̘ ̫ཆݚम」を2015年度͔Β開
し、加盟店の組ߨ
৫ ・ྗ営業ྗ্、
や࿑のࡒ
ࣝशಘなどに活༻
しています。

事業ঝ継及び社һಠཱなどでモスバーガーのܦ営を
目ࢦすํをରに、ै 来行ͬていた「ޙ継ऀҭݚम」
をॆ࣮さͤて2014年度͔Β「次ੈΦーφーҭݚ
म」を࣮ࢪしています。ݚमは̏ 日ؒ4回、全12日ؒを
年͔͚ؒて開ܦ。࠵営ऀͱしての࣮、ܦ営ྗ、࣮ ફྗ
のशಘͱ、事業をଘ続・発展さͤるڧいҙࢤをҭΉ͜ͱ
を目的ͱしたプϩグラムになͬています。ݚम࠷ऴ日に
は、現Φーφーや本部役һཱ͕ͪ会͏中で、डߨੜによ
る事業ܭըの発ද͕͋ります。モス事業をࣗΒのखで
行ͬていくͱい͏

「ܾҙද໌」をし、
2016年度は16名
मをमྃしてݚ͕
います。

2017年度中にで͋るΦーφー͔Β
事業ঝ継する͜ͱを目ࢦし、次ੈΦー
φーҭݚमに参加しました。ݚमでは
営ऀになるたΊにඞཁな͜ͱを、社内ܦ
外のࢣߨਞ͔Βੜのをฉいてֶたの
͕ྑ͔ͬたです。͜ の年ؒでࣗࢲの
ҙࣝもมΘりましたし、ͱもにडߨした
ؒたͪͱྭまし߹いな͕Βする͜ͱ
͕で͖たͱ࣮ײしています。ݚमでಘた
͜。になりました࢈ࡒのࢲやؒはݧܦ
Ε͔Βも「ؔΘるすてのਓにँײする」
をΕͣに、「ؔΘるすてのਓをͪ࣋ؾ
てモスのͬ࣋にする」ͱい͏ܾҙをͤ
事に͖߹ͬてい͖たいです。

ະདྷͷϞεΛ୲͏ਓࡐΛҭɹੈ࣍Φʔφʔҭݚम

࢈ࡒのࢲͱؒݧܦमͰのݚ

Voice डߨੜ͔Β

੩Ԭখࣛ店ʦ੩Ԭݝʧ
川 ઍ߳ࢠさΜ

ຊ෦

活動ࢧԉ

店舗

モスバーガーڞӫ会

෦ࢧ
（全国ࢧ��෦）

˔)%$活動
ҭ活動ڭ˔
˔Ωャンϖーン

ਪਐ活動

Ԡื数 9,675݅࠾��༻数 2,406名
मྃূをखにしたडߨੜ

加盟店ؔ࿈σーλ

म੍ར༻࣮ݚ

ର 内容 ࣮

ϕーγックݚम 加盟店 営ཧ೦ͱ店舗ӡ営にඞཁなܦ ・ٕࣝ ज़のशಘ  4回開41 ࠵名

ग़ுϕーγックݚम 加盟店 ϕーγックίースのٛߨをߜりࠐみ、各Ҭにて開࠵  30回開347 ࠵名

Ϛスλーライηンスߋ৽ݚम 加盟店・直営店 店ᢟऀにඞཁなࣝ及び報のڞ༗  76回開1,489 ࠵名

次ੈΦーφーҭݚम 加盟店 Φーφー（ܦ営ऀ）になるたΊの৺໋、͑ߏ、役ׂをֶび、
のशಘྗૅجࡒ、営ઓུܦ、営ཧ೦ܦ  2回開16 ࠵名

Ωャストηϛφー 加盟店 Ωャストରのॳ期ݚम。ܦ営ཧ೦、٬のૅجࣝをֶͿ  14回開233 ࠵名

カスλϚイズηϛφー 加盟店 に߹Θͤた内༰をબرҭなどࡐビジωスϚφー、ਓ、営ཧ೦、)%$、٬ܦ  34回開770 ࠵名

'$47ཆݚम 加盟店 組৫ ・ྗ営業ྗ্の中৺的役ׂを୲͏スーパーバイβー（'$47）のҭ  2回開20 ࠵名

৽ೖ社һݚम 本部・直営店 ࣝ、一ൠৗࣝのशಘૅج営ཧ೦、モスバーガーのܦ  1回開12 ࠵名
（ผ్フΥϩーݚम3回）

業ݚम 本部・直営店 「モスのੜࡊ」の現を࣮際に体ݧし、ੜऀ࢈のࡊにରするいをཧղする  1回開20 ࠵名

෭店ೝ定ݚम 本部・直営店 ෭店ͱしてඞཁなૅج ・ٕࣝ ज़のशಘ及びҙࣝの֬ೝをする  1回開19 ࠵名

店ݚम 本部・直営店 店の໋ͱ役ׂをཧղし、ඞཁなࣝ及びスΩルをֶͿ  3回開56 ࠵名

৽、2年目47ݚम 本部・直営店 47の໋ͱ役ׂをཧղし、ඞཁなࣝ及びスΩルをֶͿ  5回開29 ࠵名

+'"ओߍ47ֶ࠵ 本部・直営店 47の໋ͱ役ׂをཧղし、ඞཁなࣝ及びスΩルをֶͿ  2回開17 ࠵名

௨৴ڭҭ࠲ߨ 本部・直営店 ԉࢧ取ಘの֨ࢿ、発ܒݾࣗ 212名

社外ݚݣम 本部・直営店 部門でඞཁなࣝ及びスΩル্のࢧԉ 134名

ͷͦଞͷ׆ಈΛ
͝ཡʹͳΓͨ ͍ํ
8FCαΠτΛ
͝ཡ͘ ͍ͩ͞ ɻ

スςーΫϗルμーͱのՁڞ༗

Ճໍళͱͱʹ
ϞεόーΨー店ฮ͕ओମͱͳͬͯӡ営͢ΔʮϞεόーΨーڞӫ会ʯͷ׆ಈࢧԉ店ฮͰಇ͘Ωϟετͷ࠾༻
ͷࢧԉͳͲɺ本部ͱ加盟店ɺ加盟店ಉ͠ྗڠʹ͍ޓ͕࢜ɺ৴པ͠߹͑Δؔͮ Γ͘ʹ取ΓΜͰ͍·͢ɻ

ϞεόーΨーڞӫ会ͷΈ

カスλϚイズηϛφーの༷ࢠ

) )PTQJUBMJUZ
（ϗεϐλϦςΟ）

৺の͜ ͬ ͓ͨͯ ͳ͠

% %FMJDJPVT
（σϦγϟε）

҆શͰߴ࣭ͳ
͓͍͠ ͍のఏڙ

$ $MFBOMJOFTT
（ΫϨϯϦωε） ຏ͖ ্͛ΒΕͨਗ਼ܿͳ͓ళ
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ʹओͱͷରΛେג

株主૯会／株主༷̞͚ ̧આ໌会
2016年6月28日、ୈ44回定࣌株ओ૯会を開࠵しまし

た。̍ ,518名の株ओのํにご参加いただ͖、「2015年度の
事業報告」「業報告」「ରॲす͖՝ͱ中期ܦ営ܭըの
֓ཁ」をৗ（現社）の中村͔Β、「2016年度の業目標」
を社（現会）の櫻田͔Βごઆ໌しました。また、株ओ૯会
ͱはผにモスの役һなど本社ϝンバー͕株ओͱ直ରす
る取り組み「株ओ༷̞͚ ̧આ໌会」を大ࡕ、Ԭ、東京で開
598名の株ओのํにご参加いただ͖ました。આ໌ܭ、し࠵
会では当社会͔Β「モスグループのڞ௨のՁ؍」を、社
͔Β「中期ܦ営ܭըͱ業
サϚϦー」をごઆ໌しました。
つͮく࠙ஊ会でのごҙݟは
品ࡦࢪやܦ営ࡦࢪの参ߟ
にさͤていただいています。 株ओ༷̞͚ ̧આ໌会の༷ࢠ

ͷͦଞͷ׆ಈΛ
͝ཡʹͳΓͨ ͍ํ
8FCαΠτΛ
͝ཡ͘ ͍ͩ͞ ɻ

ͷͦଞͷ׆ಈΛ
͝ཡʹͳΓͨ ͍ํ
8FCαΠτΛ
͝ཡ͘ ͍ͩ͞ɻ

スςーΫϗルμーͱのՁڞ༗スςーΫϗルμーͱのՁڞ༗

Ҭࣾձʗߦͱͱʹגओͱͱʹ

ʹԠظओͷג Δ͑ͨ Ίʹ ʹҭͷͨΊੈ࣍ ҬݙߩͷͨΊʹ

株主༏／当ۚ モスの৯ҭプϩグϥϜ

த高ੜの৬๚ड͚ೖΕ

ԉスςーγϣンࢧ帰࣌ࡂ

モスバーガー͜Ͳ���൪の店

ॴ༗株式にԠ͡て、全国のモスグループ店舗※及びϛ
スλードーφπ店舗（一部店舗をআく）で૬ޓ利༻で͖る株
ओ༏݊を年2回ごఏڙしています。当ۚは中ؒ12円、
期末14円、年ؒ26円を当しました。̓ 定的な利益ؐݩを
継続する͜ͱを当社のج本ํͱしています。

モスでは、Ҭのօさまͱのަྲྀや๛͔な食ੜ活のఏҊ
を目ࢦし、Ҭのখֶߍにग़いてۙྡ店舗のϝンバー͕
ग़ுत業を行 「͏モスの食ҭプϩグラム」を࣮ࢪしていま
す。͜ のत業では、ֶ࠲で「食の大さ」をさま͟まな؍
͔Βֶび、࣮ शでʠςϦϠΩバーガーʡͮ くりを体ݧします。
Ӵੜの大さや、つくるָしさͱͱもに、ओ体的に食を͑ߟ
るプϩグラムになͬています。त業ޙには、「ँײをして食
事をするよ͏になͬた」などの͏Εしい͕ಧいています。
ઌੜ役のϝンバーにͱͬて
も、ࢠどもたͪͱのަྲྀを௨
してモスの事のやり͕い
やを࠶ೝࣝで͖る、وॏ
なػ会ͱなͬています。

モス本社では、中ֶੜやߍߴੜの職๚をड͚ೖΕて
います。参加したੜెにはモスの͜だΘりやಇく࢟、ت
び、ݫしさなどを͑ている他、ΦフΟスや品開発のΩッ
チンにҊ内して、社һの࣭やレジૢ࡞を体ݧしても
Βͬています。ී ஈͱҟなるงғؾにॳΊはۓுしていま
す͕、社һの໌るいѫࡰやしみの͜もͬた会にۓுも
΄͙Ε、ޙ࠷はসإでͬؼてい͖ます。将来のເやرを
。る͖͔͚ͬͱなͬてくΕる͜ͱを期しています͑ߟ

大نな͕ࡂ発ੜするͱަ௨͕ؔػӡ行をఀࢭし、௨
௨・ۈ ・ֶങい・行ָなどで外ग़しているਓは、ࣗ ͕ԕํ
でؼࠔになͬたり、ؼٸࢸͤ͟るをಘなくなͬたりし
て、「ؼࠔऀ」ͱなります。そのํʑを店舗においてࢧԉ
する役ׂを୲͏の 。です「ԉスςーγϣンࢧؼ࣌ࡂ͕」

現在モスバーガー店舗では、全
国の都ಓݝͱॱ次క結をਐΊ
ている「࣌ࡂにお͚るؼࠔ
ਫ、͖ͮج定」にڠԉにؔするࢧऀ
ಓਫ・トイレなどをఏڙするよ͏に
しています。

にૺݥةどもた͕ͪࢠ
۰するなど、ͬࠔた͜ͱ͕
͋ͬた࣌に҆৺してཱͪد
Εるڌͱなる「モスバー
ガー͜ども̍ ̍̌ ൪の店」は、
̎̌ ̌̑ 年͔Βొを開࢝し
ました。各Ҭのܯॺや
しな͕Βܞ体などͱ連࣏ࣗ
全国でొをਐΊており、
Ҭのࢠどもたͪの҆全
をݟकͬています。

ग़ுत業の༷ࢠ

「ԉスςーγϣンࢧؼ࣌ࡂ」
スςッカー

「モスバーガー͜ども110൪の店」
スςッカー

ओؔ࿈σーλג

ʣࣈ在ͷ数ݱओ数ʢ֤ʹ͓͚Δ�݄��ג 所༗ऀผࣜגʢ�����݄��ݱ在ʣ
ۚ༥ػ ：ؔ638万株

ۚ༥品取Ҿ業 ：ऀ
29万株

名ٛ株式：80万株ݾࣗ

その他の๏ਓ：
774万株

数ߦൃࣜג
����ສݸגਓ・その他：

1,476万株

外国๏ਓなど：200万株
2014年度

株ओ（名）

2015年度

34,231 33,631

2016年度

33,63135,000

15,000

5,000

25,000

0

ओ૯会ͷདྷऀ数ג

2014年度

来ऀ（名）

2015年度

1,220

1,528

2016年度

1,5181,600

1,200

800

400

0

58

3,083

64

3,626

70

3,748

の参加ऀ࣮ࢪ回 参加ऀ

30,498
34,124

37,872

2014年度

（ਓ）

2015年度 2016年度

5,000

2,500

0

40,000

20,000

0

Ϟεͷ৯ҭプϩグϥϜ։࣮࠵

�82名ߍ16
৬๚ͷड͚ೖΕ

�1,239店ฮݝఆ数 41ಓڠ
ԉεςーγϣϯࢧؼ࣌ࡂ

ొ店舗数 1,160店ฮ
ϞεόーΨー͜Ͳ���൪ͷ店

営ઓུΛ͝ཧղ͍ͨͩͨ͘Ίܦ࢟営ܦ ʮʹגओ༷3*͚આ໌会ʯΛ։͍ͯ͠࠵Δଞɺגओ௨৴̧̞αΠτ
ͰͷใΛॆ࣮ͤ͞ɺΘ͔Γ͘͢λΠϜϦーͳใ։ࣔʹΊ͍ͯ·͢ɻ

地Ҭ社会ͷҰ員ͱͯ͠ɺ地Ҭʹີணͨ͠社会׆ݙߩಈʹੵۃతʹ取ΓΉͱͱʹ֤地Ҭͷ名ಛ࢈
ΛϞνーϑʹͨ͠地Ҭີணܕͷϝχϡー։ൃʹ取ΓΜͰ͍·͢ɻ

発行日 6月、11月

ରج४

単ݩ株（100株）以্の株式をॴ༗して
いるํ͕ରͱなります。
6月発行は、3月31日現在の株ओ名にొ
さΕているํ͕ରです。11月発行は、9月
30日現在の株ओ名にొさΕているํ͕ର
です。

（
消
費
税
含
む
）

優
待
内
容

100株以্500株ະຬ 年ؒ2,000円（500円 2̫ຕ 2̫回）
500株以্1,000株ະຬ 年ؒ10,000円（500円 1̫0ຕ 2̫回）
1,000株以্ 年ؒ20,000円（500円 2̫0ຕ 2̫回）

༗ޮ期ݶ  6月発行 ཌ年3月31日まで
11月発行 ཌ年9月30日まで

※ モスバーガー、ϚβーϦーフ、ϛアクッチーφ、͋ ͑Μ、γェフズϒイ、グ
ϦーングϦル など

Γͷ金ʗੑͨ͋ג�

2014年度 2015年度

22
24

2016年度

26

100

60

80

20

40

0

100

60

80

20

40

0

当 （ۚ円） 当ੑ※（ˋ）

32.4

100.8

26.3

※ 当期利益͔ΒどΕだ͚当ۚに回さΕた͔をパーηンςージで しࣔたもの
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Close Up 

Ԡื࣌のݪҊ Ԡื࣌のݪҊ

Ҭͱͷͭͳ Γ͕ͷͨΊʹѪのモスϘοΫス

Ҭݶఆϝχϡー

業ࣄԉύスϙートࢧҭͯࢠ

1979年のモスバーガーനָ店ʦਆಸ川ݝʧのืۚ活動
͕͖͔͚ͬͱなり、全国の店舗にืۚശ「ѪのモスϘックス」
をઃஔしています。

ืۚのدઌの一つ、ެ 益ஂࡒ๏ਓアイϝイトڠ会では
モスのืۚによͬて͜Εまでに3̐ ಄のಋ͕ݘҭͪ、֮ࢹ
ো͕いऀの社会参加ͱ、社会にదԠするखஈͱしてのཱࣗ
า行のおखいをしています。また、2016年度は۽本
ඃにରするืۚ活動も࣮ࢪし、たくさΜのํʑ͔Βのળ
ҙ͕ूまりました。

モスバーガー店舗を日ࠒよりごѪސいただいている
Ҭのํʑやお٬さまにँײのͪ࣋ؾを͜Ίて、2016年度
は各で「ご当ࡇँײ」を開࠵しました。

ԭೄݝのモスੜ̐̌ प年をه೦したʠླྀٿクラγック
バーガーʡ、・੩Ԭ・ࢁསの3ݶݝ定で、࢈ݝのಲ
を༻したϝンチカπͱ੩Ԭ࢈ݝのΩャϕπを༻したʠ৴
भ࢈ಲϝンチカπバーガー レモンఴ͑ʡなど、そのҬでし
͔食ΒΕないϝニϡーを期ؒݶ定ൢചし、ࡇँײをり
্͛ました。また、中・࢛国ݶ定のࡇँײではʠ୶࿏ౡの͜
だΘりՈさΜ͕つくͬ た たまͶ͗バーガー෩しΐ͏ Ώ
࢈定でൢച。店舗ϝンバー͕たまͶ͗のݶてʡを期ཱؒ
でऩ֭体ݧをしたり、たまͶ͗Ոのํʑをモスにট
したりするなど、Ҭͱのަྲྀをいͬそ͏ਂΊました。

全国の࣏ࣗ体͕࣮ࢪしている、Ҭ͙る
みでࢠҭてをԠԉする「ࢠҭてࢧԉパス
ポート事業」に、モスの店舗もॱ次参加して
います。

日本ੜまΕのハンバーガーチェーンͱして「日本の各
Ҭにࠜいたおいしい食を、ハンバーガーにして
おಧ͚したい」ͱい͏いのもͱ、モスは͜Εまでご当
ϝニϡーの開発に取り組Μで͖ました。2016年は「બൈ� 
直ՐমチΩンࡇ」をςーϚに、各Ҭの名やಛ࢈品を
モチーフにし、直ՐমチΩンをͬた品アイσアをื
ूしたͱ͜Ζ、全国の店舗͔Β229݅ものϝニϡーҊ͕

ूまりました。今回はその中͔Β、Ԭࡾ大໙の「 Ό͡͡ Ό
໙」をイϝージしモスྲྀにアレンジした、ۊ店ʦؠखݝʧ
Ҋのʠߟ Ό͡͡ ΌຯチΩンバーガー γャΩγャΩͶ͗
のͤʡͱ、ݩのΕΜ͜Μാ͔Βアイσアをಘたͱい͏、
໐門店ʦಙౡݝʧߟҊのʠパϦパϦΕΜ͜ΜチΩンバー
ガー ਏだΕʡの品Խ͕࣮現しました。

ѪのモスϘックスืۚをد

Ոのํʑをྗڠ
モスの店舗にごট

ʠླྀٿクラγックバーガーʡ
खͮくりπール

定バーガーのݶݝ3
たΕນ

ʮબൈ���ՐমνΩϯࡇʯɹ�2ళฮͷΞΠσΞΛԽ

ಙౡݝຽにͱͬてۙなଘ在で͋るΕΜ͜Μでハン
バーガーをつくりたい、ͱい͏い͔ΒߟҊさΕた品
です。ϝインで͋るΕΜ͜Μは1ຕͣつஸೡにカットし
ബҥをつ͚て༲͛、くパϦパϦͱした食ָ͕ײしΊる
ΕΜ͜Μチップスにしました。߳ しいチΩン、෩ຯ๛
͔なਏだΕͱઈົにϚッチしています。

モスでは 「Ҭີணߴܕ品࣭フΝストフード」を目ࢦし、Ҭにࠜࠩ
した「お店ͱҬ」のؔͮくりをਪਐしています。その一ͱして、「બ
ൈ � 直ՐমチΩンࡇ」ͱಉ࣌に「Ҭີண活動」をਪਐ。全国のࢧ部で
ϒϩックごͱに、ਗ਼活動など、モスの店舗ϝンバー͕さま͟まな活動
に取り組みました。ྫ ͑৽ׁࢧ部では、ো͕いを࣋つํʑ͕ඳいた
アート࡞品を店内にఏࣔする「.04ごͱඒज़ؗ wiUh DoUoDoUo」を開
。しましたݙߩし、ো͕いऀͱ社会ͱのͮくりに࠵

Ԭྫྷ໙、ΘΜ͜そͱฒび、Ԭࡾ大໙で͋る「 Ό͡
Ό͡໙」をもͬͱͬて΄しい、ͱい͏い͔ΒߟҊさΕ

た品です。ࢫみͱਏみをޮ͔ͤたモスΦϦジφルの
Ό͡͡ Όຯιースͱ、ジϡーγーでൽ͕パϦパϦなチΩ

ンͱのίラϘレーγϣン͕くͤになるຯΘいです。

 ืֹۚ 5,546,171ԁ
 （ืۚ期 ：ؒ2015年8月1日～2016年7月31日）

  8,565,183ԁ
 （ืۚ期 ：ؒ2016年4月18日～2016年5月31日）

ѪͷϞεϘοΫεื金ֹ

加࣮ࢀԉύεϙーτ事業ࢧҭͯࢠ

৽ׁࢧ部の
「.04ごͱඒज़ؗ」

海ಓࢧ部のਗ਼活動

スςーΫϗルμーͱのՁڞ༗

Ҭࣾձʗߦͱͱʹ

ύϦύϦΕΜ Μ͜νΩϯόーΨー
ਏͩΕ

໐店 ߟҊ

Ό͡͡ ΌຯνΩϯόーΨー
γϟΩγϟΩͶ͗ のͤ

ۊ店 ߟҊ

ಉ࣌ʹશࠃͰʮҬີண׆ಈʯΛਪਐ

19�551ݝ店ฮ

ຊٛԉۚ۽
ืֹۚ

੩Ԭݝ
ݝསࢁ
ݝ

ԭೄݝ

தࠃɾࠃ࢛
ํ
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ͷͦଞͷ׆ಈΛ
͝ཡ ͳʹΓͨ ͍ํ
8FCαΠτΛ͝ཡ͘ ͍ͩ͞ɻ

Ϛωδϝϯτମ੍

モスグループのίーポレート・ガバφンス体੍は取క役
会のܾ定に͖ͮج、取క役及びࣥ行役һによる「業ࣥ行
ࠪ役・社外取క役ͱ̘、「ػ ̨̧ ਪਐ ・ࣨࠪࣨを୲当・
ঠする取క役の連ܞによる「ಜ・ػࢹ」によͬてߏ
さΕています。

取క役会は、月̍ 回開࠵の取క役会の他にも、ਵ࣌、౼ٞ
取క役会などを開࠵しています。また、ࣥ 行役һを݉す
る取క役は、୲当する業ࣥ行のୡঢ়گなどを取క役会
で報告し、業ࣥ行のཧ・ಜをड͚ている他、ࣥ 行役һ
についても࢛期に̍ 回取క役会で報告しています。

ࠪ役は、ࠪ役会で定Ίたࠪํ・ܭըにैい、ܦ営
及び業ࣥ行のঢ়گについてௐࠪし、ࠪ役ࠪを࣮ࢪし
ています。社外取క役及び社外ࠪ役は、そのಠཱੑを活
͔して各ʑಜػまたはػࠪを発شする他、ඞཁに
Ԡ͡て各役һͱݸผにҙݟをަし、ಠཱ的ݟ͔Βアド
バイスしています。

※ 当社のಠཱ役һ会は、取క役及びࠪ役のީิऀのࢦ名、なΒびに取క
役の報ुにؔするද取క役のࢾؔػで͋り、ҙのࢦ名・報ुҕһ
会を݉Ͷています。

モスグループでは、$43ਪਐࣨ及びࠪࣨを୲当または
ঠし、ϦスクϚωジϝント及びίンプライアンスのਪਐͱ
内部౷੍γスςムのӡ༻に専する取క役をબ定してい
ます。

͜の専取క役はࣥ行役һを݉しておΒͣ、業のࣥ
行ͱ一定のڑをஔ͖つつ、ಠཱ社外取క役、ࠪ役及び
ࠪ役会ͱ連ܞして取క役会によるಠཱ的͔つ؍٬的なܦ
営のಜの࣮ޮੑを֬อする͜ͱにݙߩしています。

「モスグループ行動ൣن」は、当社グループ各社ͱそのフ
ランチャイジー͕事業活動を展開するに͋たͬてのࢦͱ
ීว的Ձを定Ίたものです。

モスグループでಇく一ਓͻͱり͕モスグループのཧ೦・
行動体ܥを࣮現するたΊに取る͖行動を֮ࣗし、ࣗ Β職
のに͖ͮؾ、ະવࢭやվળղܾ͚てओ体的に
行動していく͜ͱ͕、モスの$43ܦ営にはඞཁで͋るͱߟ
͑ています。

店舗ඃは、前直ޙに۽本ݝ内21店舗中12店舗
͕ૣ期ด店。さΒに本直ޙには、յした̍ 店舗をؚ
Ίަ௨インフラによる食ࢭఀڅڙࡐなどで、࠷大で
22店舗（۽本ݝ内17店舗、大ݝ内5店舗）͕ 一ٳ࣌業
するにࢸりました。その2िؒࢪ、ޙઃඃの大͖͔ͬた
ςφント店̐ 店舗をআく、すての店舗で営業を࠶開。さ
Βにೖډするࢪઃのमસの都߹で期ٳ業を༨ّなく
さΕた2店舗をআ͖、́ ΅全店͕̍ カ月ޙには営業࠶開
ͱなりました。

大を定した「モス൛#$」のࡦ定をਐΊています。
ਓ҆൱ͱ店舗ඃࡂঢ়گを֬ೝする「҆൱֬ೝ܇࿅」及び
本社のࡂݮ・ࡂͱ店舗の・ආを目的ͱした「
・࿅」を௨して、モスバーガーチェーンͱして「҆全܇ࡂݮ・ࡂ
҆৺」をபͱする事業継続を目ࢦしています。

平成２８年
熊本地震への対応

ϦスΫϚωδϝントɾίンプϥイΞンスਪਐମ੍

ίーϙϨートɾガバφンスମ੍

ඃࡂͱ෮چঢ়گ

東日本大ࡂの܇ڭを活͔し、前発ੜのཌே、̐月
15日9࣌に本社内（東京）に中村ৗ（現社）を本部
ͱする「ࡂରࡦ本部」をいͪૣくઃஔしました。現
では、加盟店の事ॴをおआりして現ڌͱし、
や報ऩूに͋たりました。本部ͱ加盟店͕څڙのࢿ
ૣ、しػしてରԠする体੍͕ྗڠ 期の営業࠶開͕࣮
現しました。

ຊ෦に͍ͭͯࡦ対ࡂ

ඃࡂしたখֶߍଔ業ه೦੍ࡐ࡞ྉのফしΰム150
した店舗ϝンバーにはアルίールࡂଃし、ඃدなどをݸ
আࡎە（モスίール）をແঈしました。その他にも、
モスグループのϝンバーやҬのํʑに͚、さま͟ま
なࢧԉに取り組みました。

ͦのଞのऔΓ組Έ

Ϟεグループߦಈൣن

�̖ࣾձͱͷଋ
ɽ̍๏ྩͷ९क

 ๏ྩを९कし、ྑ ࣝ͋る行動をします
ɽ̎ਓݖͷଚॏ

 ਓݖ・ଟ༷ੑをଚॏし、ࠩ ผをഉআします
ɽ̏社会ྗͱͷରܾ

まͤΜͪ࣋をવͱしたଶ度で、一のؔؽ 
ɽ̐社内ίϯプϥΠΞϯεମ੍ͷਪਐ

 Ϧスク・ίンプライアンス体੍を۪直にਪਐします

�̗εςʔΫϗϧμʔͱͷଋ
ɽ̍Ϟεグループϝϯόーͱͷཧ೦ܦ営ͷ࣮ݱ�

 Ձ؍をڞ༗してڞにします
ɽ̎加盟店ͱͷڞଘڞӫ� �

ɹ ৺྆໘でのຬをఏڙします
ɽ̏取Ҿઌͱͷ૬ൃޓల� �

 ެฏ・ެ ਖ਼な取Ҿで૬ޓに発展します
ɽ̐גओͱͷڞ௨Ձ্

 中期的なا業Ձͱ株ओՁを্さͤます
ɽ͓̑ ٬͞·ͱͷتͼͷڞ༗

 ̝̙ ̘を௨͡てتびをੜみग़します
ɽ̒地Ҭ社会ͱͷڞ� �

 ҬになくてはなΒないଘ在になります
ɽ̓ߦͱͷ݈શͳؔ

 ެਖ਼でಁ໌なؔをங͖ます
ɽ̔ڥͷҞܟ

しますݙߩりに࡞続Մな社会࣋ 

報
告

報
告

命
令

指
示

連
携

命
令

指
示

࿈ܞ

࿈ܞ

֎部ઐՈ取締役会
取締役社長ࠪ役会会ࠪܭਓ

社֎取締役 $43ਪਐࣨ୲ɾࠪࣨঠ
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社֎取締役�名

$43ਪਐࣨ୲ɾࠪࣨঠ
取締役

εςーΫϗルμーͷօ͞·ͷ৴པ͝ظʹԠ͑ΔͨΊʹɺϞεグループͰಁ໌ੑͷ͍ߴɺ
݈શͳܦ営ɾ৫ମ੍Λߏங͢Δͱͱʹɺا業Ձͷ্Λͨ͞͠ࢦ·͟·ͳࡦࢪΛ࣮͍ͯ͠ߦ·͢ɻ

�����݄��ʢલʣͱ��ʢ本ʣͷ�ճɺ۽本
地方Λऻͬͨ地େ͖ͳඃΛͨΒ͠·ͨ͠ɻ
ʹΕͨ地Ҭͷ方ʑ͞ࡂϞεグループɺඃͪͨࢲ
ͨΓલͷৗΛ取Γͯ͠Β͏͜ͱ͕࠷ળͷࢧ
ԉͱ͑ߟɺҰૣ͍営業࠶։Λ͠ࢦ·ͨ͠ɻ

ඃࡂ Εͨ͞ҬͷํͷͨΊʹ
 Γͨલͷ日ৗΛ

܇ࡂݮ・ࡂ࿅の༷ࢠ

ίʔϙϨʔτɾΨόφϯε ෦౷੍ͱϦεΫϚωδϝϯτ

ओ૯会ג

Ϟεάϧʔϓߦಈൣن

Ϟε൛#$（ܧۀࣄଓ）
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親会社株主に帰属する当期純利益  ※単体については当期純利益 ROE

国内チェーン全店売上高 店舗数  ※モスグループ全店舗
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編集方針

株式会社モスフードサービス
及びモスバーガーチェーン

（本部・直営店・加盟店）。ただ
し、モスバーガー以外の事業
やグループ会社の一部につ
いても報告しています。
本レポートをお読みいただく
際は、右図をご参照ください。

2016年度（2016年4月1日～2017年3月31日）
ただし一部、2017年度以降の継続的な活動や将来の目標も報告しています。

各取り組みについての詳細は
当社Webサイトにも掲載しております。

※ 本レポート中の店舗名及び役職は2017年3月末現在のものです。

社名 株式会社モスフードサービス
本社所在地 〒141-6004 東京都品川区大崎2-1-1
 ThinkPark Tower 4階
代表取締役会長 櫻田 厚
代表取締役社長 中村 栄輔
設立 1972年7月21日
資本金 114億1,284万円

報告対象組織

報告対象期間

今回の発行：2017年6月（前回の発行：2016年6月）
次回の発行：2018年6月（予定）

発行

従業員数 1,335名（連結）
事業内容 フランチャイズチェーンによるハンバーガー専門店
 「モスバーガー」の全国展開・海外展開・
 その他飲食事業など
グループ会社 株式会社モスストアカンパニー／
 株式会社エム・エイチ・エス／
 株式会社モスクレジット／
 株式会社モスダイニング／その他

株式会社
モスフード
サービス

モスバーガーチェーン

グループ会社グループ会社

内ɺࠃ
ւ֎ͷࢠ会社
ͼؔ࿈会社ٴ

モスグループ

CSRサイトのご紹介

http://www.mos.co.jp/company/csr/

会社概要（2017年3月31日現在）

直営店本部 加盟店

モスグループの概要

（百万円）■ 連結 ■ 単体 （百万円） （%）■ 営業利益

（百万円）■ 連結 ■ 単体 （%）

（百万円） （店）■ 国内 ■ 海外

第三者意見

ެ益社ஂ๏ਓຊফඅੜ׆Ξドバイβーɾ
ίンサルλントɾ૬ஊһڠ会
ৗސ

ୢາ ͞ࢠ٠·
エωルΪーやলエω・৽エωؔ連、33やڥίϛϡ
ニέーγϣンなどので࣋続ՄなくΒしを目ࢦした
活動をしている。品の一ੜを てͬ品બをする͜
ͱ͕ফඅऀの役ׂで͋るͱの͑ߟのもͱ、品の一ੜ
をる͜ ͱ、そΕを͑る͜ ͱにྗをいでいる。

今年もモスのίϛϡニέーγϣンレポートにୈऀࡾҙݟ
をॻ͔ͤていただくػ会をଷしました。そのたΊ、ઌ日、
てみͬدౡにग़͔͚たંにモスバーガー൏ਓ店にཱͪࣇࣛ
たのです。૭͔Β͑ݟるொはのΜびりしていました͕、店内
では、ΩビΩビͱରԠしてԼさるスλッフ、ډ৺のྑさや
ਗ਼ܿײ、̓ ৺してจで͖るいつものバーガーͱ、́ ͱͬす
るͻͱͱ͖でした。日本全国どのお店に行ͬてもಘΒΕる͜
のいつもの҆৺ײ、͜ Εͧモスの৺そのものだͱࢥいまし
た。お٬さまの期ͱそΕにԠ͑るモスの৺͕߹கして、ॳ
Ίてお٬さまの「また行͖たい」ͱい͏につな͕ります。

業以来ߴΒ͔に掲͛て͖た食を௨͡てͤをఏڙする
ͱい 「͏モスの৺」はモスの「ๅ」です。「ๅ」は、୭͔͕ڧ
くそ ͱ͏い͏ҙࣝをಇ͔ͤないͱ、いつのؒに͔ফ໓しま
す。会ϝッηージでも社ϝッηージでも͜の「モスの৺」
ͱい͏ݴ༿͕Կ度もొし、「ๅ」ͱして大事にさΕている
͜ͱ͕Θ͔ります。その「モスの৺」͕ ͜のレポートの൶ݟ
開͖でվΊてཧさΕ、͜ Ε͔Β50年、100年ͱՁを
し続͚るたΊのઓུ͕今年のモスのίϛϡニέー
γϣンレポートのபͱなͬています。ઓུ1ͱして国内
モスバーガー事業を掲͛ています͕、͜ ͜で取り্͛た6

つのࠎଠのํ͜そは、お٬さまの期にԠ͑るՌをग़
すたΊのしくみͱそのしくみをӡ༻するਓࡐҭなど、モス
ϒランドのՁ্やモスを取りרく社会ͱの連ܞをഓお

ͱ͏するॏཁなํで、そΕ͕؆ܿにཧղで͖るよ͏になͬ
ています。͜ の6つのࠎଠのํをもͱに国内モスバー
ガー事業のج൫ڧԽをする͜ͱ͕、ઓུ2ͱ3のڧいਪ
ਐྗͱなるͱ֬৴しています。

৽しいϝンバーのํは、現在のํなどをૉ直にड͚ೖ
Εる͔もしΕまͤΜ͕、その中で、「食ࡐの͜だΘり」など
をඥղいてみてはい͔͕です͔。つまり、ϝンバー͕ਂくཧ
ղしたいͱ͜͏ࢥͱ͕ॏཁなのです。そ͏い͏ҙຯ͔Βも、
業当ॳ͔Β現在にࢸるモスグループの͕一ཡで͖
るݟ開͖もϝンバー͕ڞ༗で͖るॏཁなϖージです。ࢲの
ཱ͔Βは、ফඅऀͱا業のίϛϡニέーγϣン͕大事で
す͕、ا業にͱͬては、スςークϗルダーͱしてのϝンバー
ͱަΘすίϛϡニέーγϣンも大มॏཁです。ϝンバー͕ࣗ
社の取り組みをਖ਼しくཧղで͖てॳΊて、お٬さまͱのί
ϛϡニέーγϣンもਐ展します。

年もਃし্͛た国連の4%(Tです͕、ますますੈքでࡢ
ॏཁなࢦ標ͱなͬています。ಛにઓུ2の海外モス
バーガー事業の֦大にもඞਢの事߲ͱなͬて͖ます。まͣ
は、お٬さまͱਂいつな͕りの͋る「࣋続Մなফඅͱੜ
にؔして、モスಠࣗのバϦϡーチェーンをஸೡにઆ໌す「࢈
る͜ͱ͕Կよりॏཁです͕、ৗに他のࢦ標もਫ਼ࠪしղܾし
な͚ΕなΒない࣌になͬて͖ています。͜ Ε͔Βの
期ઓུͱしてのさΒなるํを期しています。

「モスの心」はモスの「宝物」

さて、最後に

「モスの心」の本質をメンバーが共有し、
お客さまの期待に応えよう

ごҙݟΛ͍͍ͨͩͯ

ୢາさまに「ๅ」ͱධしていただいた
「モスの৺」は、業45प年をܴ͑る今年、
͋ΒたΊてզʑモスϝンバー͕もͱを
֬ೝするたΊにཧ೦体ܥをཧしたもの
です。本レポートは社外のスςークϗル
ダーはもͱより、加盟店ΦーφーやΩャス
ト、本社社һをؚΊたϝンバーもॏཁな読

ऀです。も͏一つ、今回৽しくࢼみたの͕、
Ձモσルの図式Խです。͜ Εも、ϝ
ンバー͕ࣗどのよ͏なՁにؔ
Θͬているの͔、どΜなスςークϗルダー
ͱ͑ࢧ߹ͬているの͔を֮ࢹでଊ͑る͜ͱ
で、さΒなるՁఏڙのݪ動ྗにしていく
。です͑ߟ

ごࢦఠの4%(Tについても、今ޙの$43
活動のॏཁなࢦになるͱଊ͑、۩体的な
取り組みํのݕ౼を࢝Ίております。より
෯い活動をਪਐし、օさまのご期にԠ
͑てまいります。

CSR推進室長ݡ�౻ޙ�Ұ
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